
犬 井 着 帯  142  

高
校
院
・
高
桧
宮
・
双
林
寺
宮
 
 

－
 
『
山
家
集
』
所
載
贈
答
歌
一
対
存
疑
（
上
）
・
補
訂
 
－
 
 

犬
 
井
 
善
 
幕
 
 

∧
一
＞
 
 

本
誌
前
号
（
第
十
一
号
・
昭
和
六
十
二
年
1
月
刊
）
 
に
お
い
て
、
稿
者
は
、
「
『
山
家
集
』
所
載
贈
答
歌
一
対
存
疑
（
上
T
I
l
『
覚
 
 

網
集
』
所
載
覚
綱
詠
歌
と
の
関
連
に
お
い
て
1
－
」
な
る
一
文
を
草
し
た
。
 
 
 

『
山
家
集
』
の
維
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
 
 

秋
ご
ろ
、
風
わ
づ
ら
ひ
け
る
人
を
と
ぷ
ら
ひ
た
り
け
る
返
事
に
 
 
 

九
二
〇
 
き
え
ぬ
べ
き
霜
の
命
も
き
み
が
と
ふ
 
こ
と
の
は
に
こ
そ
お
き
ゐ
ら
れ
け
れ
 
 

か
へ
し
 
 
 

九
二
一
 
ふ
き
す
ぐ
る
風
し
や
み
な
ば
た
の
も
し
み
 
あ
き
の
ゝ
も
せ
の
露
の
白
玉
 
 

と
い
う
贈
答
歌
の
う
ち
の
贈
歌
（
九
二
〇
番
）
が
、
『
覚
綱
集
』
に
載
る
、
 
 

わ
づ
ら
ひ
侍
し
こ
ろ
、
あ
る
官
ば
ら
よ
り
、
御
と
ぷ
ら
ひ
の
あ
り
し
か
ば
 
 

六
六
 
き
え
ぬ
べ
き
つ
ゆ
の
い
の
ち
も
き
み
が
と
ふ
 
こ
と
の
は
に
こ
そ
を
き
ゐ
ら
れ
け
れ
 
 

と
い
う
歌
と
合
致
す
る
こ
h
、
前
者
が
「
風
わ
づ
ら
ひ
け
る
人
」
か
ら
西
行
へ
の
贈
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
覚
綱
か
ら
 
 

「
あ
る
宮
ば
ら
」
 
へ
の
病
気
見
舞
返
礼
歌
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
、
泳
者
と
受
け
取
り
手
に
関
し
て
配
備
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
 
 

と
、
以
上
の
二
点
を
証
拠
事
実
と
し
て
提
示
し
、
『
山
家
集
』
の
現
存
形
態
の
本
文
の
性
格
を
探
る
こ
と
を
立
証
課
題
と
す
る
の
 
 

15   



高松院・高松宮・双林寺宮  1
 
が
、
前
掲
の
拙
論
で
あ
る
。
尤
も
、
未
完
で
あ
り
、
こ
の
件
に
関
わ
る
『
山
家
集
』
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
「
下
」
 
1
6
 
 

1
 

に
示
す
予
雪
、
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
、
言
及
し
て
は
い
な
い
が
。
 
 

そ
の
論
証
の
過
程
に
お
い
て
、
稿
者
ほ
、
『
覚
網
集
』
六
六
番
歌
の
詞
書
に
言
う
「
あ
る
官
ば
ら
」
を
、
『
山
家
集
』
の
七
五
五
 
 
 

番
詞
書
に
言
う
「
あ
る
み
や
ば
ら
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
鳥
羽
院
皇
女
で
あ
る
双
林
寺
官
（
阿
夜
御
前
・
綾
雲
尼
）
 
 

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
覚
網
お
よ
び
西
行
の
存
命
中
の
皇
子
・
皇
女
で
、
覚
綱
と
西
行
が
「
あ
る
官
ば
ら
」
即
ち
「
宮
輩
」
も
し
 
 

く
は
「
宮
腰
」
と
呼
ん
で
、
和
歌
の
面
で
交
流
を
持
ち
得
る
人
に
つ
い
て
、
消
去
法
に
よ
っ
て
探
り
出
し
て
み
た
、
一
つ
の
可
能
性
 
 

で
あ
っ
た
。
尤
も
、
「
あ
る
宮
ば
ら
」
を
双
林
寺
官
で
あ
る
と
立
証
す
る
こ
と
が
、
前
掲
拙
論
の
中
心
的
な
立
証
課
題
で
あ
っ
た
わ
 
 

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
。
 
 
 

然
る
に
、
拙
論
の
別
刷
を
御
高
覧
に
供
し
た
井
上
宗
姓
氏
・
松
野
陽
一
氏
か
ら
、
直
後
に
、
中
村
文
民
の
最
近
の
御
論
考
に
「
源
 
 

有
房
考
」
が
あ
り
、
そ
の
論
に
高
松
院
二
局
松
宮
・
双
林
寺
官
に
関
す
る
御
発
一
言
が
あ
る
、
と
の
御
教
示
に
与
っ
た
。
な
お
か
つ
、
 
 

井
上
氏
の
御
高
配
・
御
斡
旋
に
よ
り
、
中
村
氏
御
自
身
か
ら
、
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
五
十
七
号
（
昭
和
六
十
一
年
1
2
月
刊
）
 
 

所
載
の
そ
の
「
源
有
房
考
」
と
い
う
御
論
考
の
別
別
の
御
恵
送
に
与
っ
た
。
 
 
 

中
村
氏
の
衡
論
考
ほ
、
そ
の
論
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
源
有
房
の
伝
記
考
証
を
中
心
的
課
題
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
 
 

第
六
節
に
あ
た
る
「
高
松
宮
歌
合
と
石
清
水
歌
壇
」
の
節
は
、
前
掲
拙
論
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
な
お
か
つ
、
拙
論
 
 

が
、
中
村
氏
の
御
論
を
含
め
て
、
多
く
の
先
覚
の
御
研
究
を
参
照
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
、
睦
め
て
不
十
分
な
検
討
で
あ
っ
た
こ
と
を
 
 

教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
。
ま
た
拙
論
が
、
先
覚
の
御
検
討
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
証
拠
の
吟
味
を
怠
っ
た
結
果
、
重
 
 

大
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
も
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
前
掲
拙
論
の
怠
慢
を
深
く
恥
じ
な
が
ら
、
中
村
氏
の
御
論
を
拝
 
 

読
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
お
く
。
 
 
 

中
村
氏
の
御
論
考
を
拝
読
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
稿
者
な
り
の
検
討
を
試
み
た
結
果
、
拙
論
旧
稿
ほ
、
そ
の
「
下
」
に
お
い
 
 

て
『
山
家
集
』
現
存
形
態
の
私
見
を
報
告
す
る
よ
り
も
前
に
、
高
松
院
・
高
松
宮
・
双
林
寺
官
の
件
に
つ
い
て
、
訂
正
と
補
正
と
を
 
 

行
な
う
必
要
が
あ
る
、
と
痛
感
す
る
に
至
っ
た
。
本
号
に
は
前
掲
拙
論
の
続
稿
「
下
」
を
投
稿
す
べ
く
申
請
を
済
ま
せ
て
お
い
た
の
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で
は
あ
る
が
、
編
集
委
員
長
の
御
了
解
を
得
て
ー
急
遠
、
「
上
」
の
補
訂
と
し
て
の
本
稿
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
 
 

上
下
に
二
分
劃
し
て
報
告
す
る
も
の
を
、
「
下
」
の
報
告
の
前
に
補
訂
す
る
、
と
い
う
不
手
際
を
お
わ
び
し
た
い
。
 
 

＜
二
＞
 
 

中
村
氏
の
御
論
考
に
お
け
る
「
高
松
宮
歌
合
と
石
清
水
歌
壇
」
の
節
の
立
証
課
題
は
、
 
 
 

有
房
は
（
中
略
）
、
高
松
宮
歌
合
に
於
て
も
白
身
の
周
辺
歌
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
い
っ
た
企
画
者
、
或
い
ほ
陰
の
主
催
 
 

者
の
役
割
を
果
た
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
立
証
課
題
に
別
し
て
、
 
 
 

有
房
は
今
撰
集
・
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
月
詣
集
に
は
入
る
も
の
の
、
総
じ
て
当
代
の
評
価
の
低
い
歌
人
で
あ
る
が
、
当
時
の
 
 
 

歌
壇
の
主
流
で
あ
っ
た
歌
林
苑
・
開
院
流
・
御
子
左
家
等
か
ら
離
れ
た
、
石
清
水
文
芸
サ
ー
ク
ル
や
高
松
宮
サ
ロ
ン
等
の
場
に
 
 

於
け
る
活
動
や
役
割
か
ら
そ
の
位
置
づ
け
は
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 

と
い
う
提
言
を
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
証
過
程
に
お
い
て
、
「
高
松
宮
」
の
も
と
に
「
一
つ
の
文
芸
サ
ロ
ン
が
成
立
し
 
 

て
い
た
か
と
想
像
さ
れ
る
」
と
い
う
推
測
を
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
推
測
の
前
提
と
し
て
、
「
高
松
宮
歌
合
」
の
主
催
者
に
つ
い
て
、
 
 
 

従
来
、
こ
の
高
松
宮
歌
今
は
二
条
天
皇
中
宮
で
あ
っ
た
高
松
院
妹
子
内
親
王
の
許
で
の
催
L
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
 
 

（
中
略
）
当
歌
合
の
主
催
者
高
松
宮
ほ
高
松
院
妹
子
内
親
王
と
は
区
別
し
て
孜
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

と
い
う
新
見
解
を
、
『
有
房
集
』
『
覚
綱
集
』
『
月
詣
集
』
の
記
載
－
－
－
次
節
以
下
に
取
り
上
げ
る
ー
⊥
芸
蒜
と
し
て
、
提
示
さ
れ
 
 

た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
高
松
院
」
と
「
高
松
宮
」
は
別
人
で
あ
る
と
す
る
御
見
解
は
、
両
者
を
同
一
人
物
と
し
て
、
中
村
氏
の
言
 
 

わ
れ
る
「
従
来
」
の
考
え
方
に
従
っ
て
い
た
前
掲
拙
論
の
考
証
に
、
何
が
し
か
の
修
正
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
、
か
な
り
大
き
な
問
 
 

題
点
で
あ
る
。
 
 
 

中
村
氏
の
御
論
考
に
は
、
い
ま
一
つ
、
重
大
な
新
見
の
御
掟
示
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
氏
の
言
わ
れ
る
「
高
松
宮
サ
ロ
ン
」
の
想
定
 
 

の
た
め
に
も
重
要
な
御
発
言
で
あ
り
、
拙
論
旧
稿
の
、
『
覚
網
集
』
と
『
山
家
集
』
に
見
え
る
「
あ
る
官
ば
ら
」
を
双
林
寺
官
と
想
 
1
7
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走
し
た
こ
と
と
、
根
本
的
に
相
反
す
る
こ
と
に
な
る
御
見
解
で
も
あ
る
の
だ
が
、
 
 
 

帝
王
編
年
記
に
列
挙
さ
れ
る
鳥
羽
院
皇
女
を
本
朝
皇
胤
相
違
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
高
松
宮
に
該
当
す
る
皇
女
は
 
 
 

「
姫
宮
詣
詰
唱
矩
酢
法
印
女
。
」
「
姫
宮
母
中
警
実
衡
女
」
の
両
者
に
絞
ら
れ
る
。
 
 

と
し
た
上
で
、
二
人
の
姫
官
に
つ
い
て
、
証
拠
と
し
て
『
今
鏡
』
 
『
定
能
卿
記
』
 
『
月
詣
集
』
の
記
事
－
－
次
節
以
下
に
取
り
上
げ
 
 

る
 
－
 
を
提
示
さ
れ
、
 
 
 

呼
称
の
点
か
ら
は
撃
林
寺
官
と
高
松
宮
と
ほ
別
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
皇
女
の
周
辺
を
探
っ
て
 
 

ゆ
く
と
、
人
間
的
関
係
か
ら
考
え
て
高
松
宮
が
筆
林
寺
官
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
お
捨
て
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
 
 

と
さ
れ
た
、
「
高
松
宮
L
は
「
双
林
寺
官
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
御
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
き
に
本
節
の
冒
頭
に
引
 
 

い
た
、
こ
の
御
論
考
の
「
高
松
宮
歌
合
と
石
清
水
歌
壊
」
の
筋
の
立
証
課
題
の
御
発
言
の
前
に
、
 
 
 

現
段
階
で
は
高
松
宮
が
隻
林
寺
官
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
一
つ
の
蓋
然
性
と
し
て
提
出
す
る
に
留
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
 
 

と
、
氏
は
遠
慮
勝
ち
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
そ
れ
を
一
応
肯
定
す
る
な
ら
ば
」
と
い
う
言
葉
を
置
い
て
、
前
引
の
立
証
課
題
の
 
 

御
発
言
を
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
中
村
氏
の
「
高
松
宮
」
を
「
双
林
寺
官
」
と
す
る
御
見
解
は
、
か
な
り
の
自
信
を
持
っ
て
の
 
 

御
発
言
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
 
 
 

さ
き
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
前
掲
拙
論
は
、
高
松
院
と
高
松
宮
と
を
同
一
人
物
と
し
 
ー
 
と
い
う
よ
り
も
、
中
村
氏
の
言
わ
れ
る
 
 

「
従
来
」
の
考
え
方
に
従
っ
て
1
、
従
っ
て
双
林
寺
官
は
双
林
寺
官
と
い
う
別
人
物
と
し
て
、
「
あ
る
官
は
ら
」
を
「
双
林
寺
官
」
 
 

と
推
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
中
村
氏
は
、
「
高
松
院
」
と
「
高
松
宮
」
と
は
別
人
物
で
あ
り
、
「
高
松
宮
」
は
「
双
林
寺
 
 

官
」
で
あ
る
可
能
性
・
蓋
然
性
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
中
村
氏
の
御
見
解
が
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
前
掲
拙
論
の
中
 
 

の
、
『
覚
網
集
』
 
『
山
家
集
』
に
言
う
「
あ
る
官
は
ら
」
は
「
双
林
寺
官
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
推
測
は
、
全
て
誤
り
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
取
り
下
げ
る
必
要
が
出
て
来
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
考
証
が
前
掲
拙
論
の
中
心
的
立
証
課
題
で
あ
っ
た
わ
け
 
 

で
は
な
い
に
し
て
も
、
『
山
家
集
』
の
現
存
形
態
に
関
す
る
稲
者
の
設
け
た
立
証
課
題
は
、
論
証
過
程
の
部
分
に
何
が
し
か
の
修
正
 
 

を
要
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
中
心
的
立
証
課
題
つ
ま
り
結
論
に
も
誤
差
が
生
じ
る
、
と
い
う
惧
れ
な
し
と
し
な
い
。
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「
下
」
に
先
立
っ
て
本
稿
を
報
告
す
る
所
以
で
あ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
「
高
松
院
」
と
「
高
松
宮
」
と
を
別
人
と
見
る
考
え
方
は
、
今
回
の
再
検
討
で
知
っ
た
の
だ
が
i
当
然
、
前
掲
拙
 
 

論
で
参
照
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
 
－
、
中
村
氏
以
前
に
、
海
野
泰
男
氏
が
、
大
著
『
今
鏡
仝
釈
下
』
に
お
い
て
、
「
腹
々
の
み
こ
」
 
 

の
章
の
「
高
松
の
宮
」
に
関
す
る
「
語
釈
」
と
し
て
、
 
 
 

③
の
高
松
院
と
同
一
人
か
ど
う
か
が
問
題
。
侶
『
帝
王
編
年
記
』
と
こ
こ
に
ほ
挙
げ
て
な
い
が
『
皇
親
系
』
が
、
高
松
院
の
ほ
 
 

か
に
高
松
宮
と
い
う
皇
女
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
脚
「
紹
運
録
」
に
の
み
見
え
る
姫
官
 
（
母
中
納
言
実
衡
女
）
 
が
、
祖
父
 
 

権
大
納
言
仲
実
が
高
松
と
号
し
 
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
 
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
高
松
宮
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
事
実
『
皇
親
 
 
 

系
』
は
高
松
宮
の
母
を
実
衡
女
と
し
て
い
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
高
松
院
妹
子
と
別
人
と
考
え
る
。
『
皇
親
系
』
は
「
紹
運
録
」
 
 

の
⑫
と
同
一
人
と
す
る
。
 
 

と
考
要
し
て
お
ら
れ
る
 
ー
 
『
帝
王
編
牢
記
』
 
『
紹
運
録
』
に
つ
い
て
ほ
、
次
節
以
下
に
取
り
上
げ
る
1
。
ま
た
、
r
高
松
宮
」
 
 

を
実
衡
女
腹
の
鳥
羽
院
皇
女
と
す
る
見
方
は
、
中
村
氏
が
御
論
考
に
お
い
て
参
照
し
て
お
ら
れ
る
と
お
り
、
竹
昇
給
氏
が
、
『
今
鏡
 
 

全
訳
注
（
下
）
』
の
「
腹
々
の
御
子
」
の
章
の
（
補
説
）
の
㈲
に
お
い
て
発
言
を
し
て
お
ら
れ
る
 
－
 
『
今
鏡
』
に
つ
い
て
は
、
次
節
 
 

以
下
に
取
り
上
げ
る
－
－
－
－
㌧
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
今
鏡
』
の
「
腹
々
の
み
こ
」
の
章
の
「
高
松
宮
」
 
の
と
ら
え
方
に
は
じ
ま
っ
て
、
有
房
伝
の
た
め
の
「
高
松
宮
 
 

歌
合
」
の
と
ら
え
方
の
た
め
に
と
、
「
高
松
院
」
と
「
高
松
宮
」
の
把
握
の
し
方
に
つ
い
て
、
中
村
氏
の
言
わ
れ
る
「
従
来
」
の
考
 
 

え
方
に
対
す
る
修
正
意
見
が
提
出
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
昨
今
で
あ
る
わ
け
で
、
本
稿
に
お
い
て
、
稿
者
な
り
に
、
「
高
松
院
」
「
高
松
 
 

宮
」
 
「
双
林
寺
官
」
に
つ
い
て
吟
味
検
討
す
る
こ
と
ほ
、
拙
論
旧
稿
の
補
訂
で
あ
る
に
し
て
も
、
無
意
味
な
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
、
 
 

と
思
う
。
 
 

＜
三
＞
 
 
 

最
初
に
、
1
高
松
院
」
に
つ
い
て
、
角
田
文
衝
氏
の
1
高
松
女
院
」
と
い
う
御
論
考
に
導
か
れ
つ
つ
、
稿
者
な
り
に
、
諸
文
献
資
 
1
9
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条
院
の
「
中
宮
」
 
の
項
に
も
、
 
 
 

警
高
松
院
髄
僻
諸
宗
謂
鞘
慣
元
中
宮
 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

】
方
、
『
本
朝
皇
胤
相
違
録
』
（
撰
者
は
洞
院
満
季
？
・
－
一
四
三
一
出
家
。
称
光
天
皇
の
命
で
応
永
三
十
三
年
一
四
二
六
に
撰
進
）
 
 

の
記
す
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
と
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
。
鳥
羽
院
の
皇
女
を
全
て
示
す
と
、
 
 
 

碍
子
内
親
王
斎
院
。
号
言
買
。
 
 
 

上
西
門
院
㌍
鮎
憫
モ
永
暦
元
出
家
。
法
名
裏
窓
 
 
 

研
子
内
親
王
望
鮎
唱
鮎
舶
如
篭
。
 
 
 

叡
子
内
親
王
諾
近
衛
。
 
 
 

八
条
院
神
紆
嗣
鯛
杷
㌫
所
謂
讃
晰
新
調
㌫
軒
唱
 
 
 

圃
租
税
欝
匙
詣
后
。
安
元
二
大
十
＝
崩
三
十
六
 
 
 

頭
子
内
親
孟
頗
大
臣
実
慧
要
 
 
 

料
を
整
理
し
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
、
角
田
氏
ほ
、
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
よ
っ
て
、
諸
資
料
に
見
え
る
「
高
松
宮
歌
合
」
を
こ
 
 

の
「
高
松
院
」
の
主
催
と
認
定
し
て
お
ら
れ
る
。
 
 
 

高
松
院
は
、
鳥
羽
院
の
皇
女
で
あ
り
、
二
条
天
皇
の
中
宮
と
な
り
、
出
家
の
後
、
女
院
に
列
せ
ら
れ
、
「
高
松
院
」
の
院
号
定
め
 
 

が
あ
っ
た
、
「
妹
子
」
で
あ
る
。
皇
室
に
関
わ
る
諸
系
譜
類
の
中
で
あ
る
程
度
の
信
用
を
得
て
い
る
文
献
で
、
そ
の
「
妹
子
」
を
探
 
 

っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
『
帝
王
編
年
記
』
 
（
永
祐
一
二
九
〇
－
」
三
一
〇
編
。
成
立
年
代
未
詳
。
後
伏
見
院
一
二
九
八
－
二
三
〇
一
 
 

在
位
ま
で
を
載
せ
る
）
 
の
鳥
羽
院
の
「
皇
女
」
の
項
に
、
 
 

る后准上  
三
研
子
内
親
王
詣
琵
宮
原
子
々
々
々
印
譜
緒
院
高
松
宮
 
 

。
、
、
、
 

妹
子
は
鳥
羽
院
の
第
四
皇
女
で
母
は
近
衛
院
と
同
じ
即
ち
美
福
門
院
藤
原
得
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
書
の
二
 
 

西
門
院
統
フ
晶
嗣
醸
開
院
宿
子
内
親
王
明
覧
宵
 
八
条
院
時
子
潔
露
鮨
高
松
院
妹
子
用
 
筆
園
宮
詣
高
陽
院
叡
子
 
 

20  



犬 井 善 裏  136   

諭
子
内
親
王
需
諾
 
 
 

姫
島
瀾
豊
帽
始
也
。
双
林
喜
 
 
 

姫
官
母
中
納
言
実
衡
剰
女
 
 

と
あ
る
。
『
本
朝
皇
胤
好
運
録
』
に
よ
れ
ば
、
妹
子
は
、
『
帝
王
編
牢
記
』
の
記
載
と
ほ
違
っ
て
、
鳥
羽
院
第
六
皇
女
で
、
そ
の
母
 
 

ほ
八
幡
別
当
光
清
女
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

い
ま
一
つ
、
歴
代
の
女
院
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
『
女
院
小
伝
』
 
（
作
者
ほ
未
詳
。
後
光
厳
院
を
「
当
今
」
と
呼
ん
で
お
り
、
 
 

応
安
四
年
（
一
三
七
一
〓
ハ
月
二
十
三
日
の
後
光
厳
院
の
譲
位
ま
で
の
聞
の
成
立
か
）
 
は
、
 
 
 

高
松
院
。
妹
子
∵
一
条
后
。
鳥
羽
第
四
女
。
母
美
福
門
院
。
久
安
二
二
十
七
着
袴
。
関
白
結
御
贋
。
仁
平
四
八
十
八
為
内
親
王
。
 
 
 

十
四
。
久
寿
三
三
五
入
太
子
官
。
忘
唱
。
保
元
二
正
廿
三
彗
一
后
。
十
七
。
同
四
二
廿
一
為
中
電
十
九
∵
氷
暦
元
八
十
九
為
尼
。
 
 
 

如
舶
蝉
‥
廿
。
応
保
二
二
五
茜
。
院
号
。
竺
。
安
元
二
六
十
三
御
革
什
六
。
 
 

と
記
し
て
い
る
。
高
松
院
の
略
伝
の
要
領
の
よ
い
整
理
で
あ
る
た
め
全
文
を
示
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
妹
子
は
、
鳥
羽
院
 
 

第
四
皇
女
、
母
は
『
帝
王
編
牢
記
』
の
記
載
と
同
じ
、
美
福
門
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

前
掲
拙
論
は
、
『
本
朝
皇
胤
招
運
録
』
の
記
載
に
よ
っ
て
検
討
を
試
み
た
の
で
ほ
あ
る
が
、
か
よ
う
な
大
き
な
差
異
が
、
諸
文
献
 
 

の
間
で
見
ら
れ
る
わ
け
で
、
よ
り
厳
密
な
検
討
が
必
要
に
な
る
。
特
に
、
『
帝
王
編
牢
記
』
も
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
も
『
女
院
小
 
 

伝
』
も
、
後
代
の
編
集
に
成
る
も
の
で
、
何
ら
か
の
史
料
に
基
づ
い
て
は
い
よ
う
が
、
そ
の
証
拠
価
値
ほ
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
そ
 
 

こ
で
、
以
下
、
殊
子
の
存
命
中
に
記
さ
れ
た
貴
族
の
日
録
な
ど
、
証
拠
価
値
の
高
い
証
拠
に
よ
っ
て
、
妹
子
の
略
年
譜
を
た
ど
っ
で
 
 

み
た
い
。
 
 
 

妖
子
の
誕
生
は
、
『
女
院
小
伝
』
で
辿
れ
る
よ
う
に
、
永
治
元
年
二
一
四
一
）
 
の
、
八
月
八
日
で
あ
り
、
『
一
代
要
記
』
等
の
 
 

編
集
史
料
に
も
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
著
袴
の
件
が
、
藤
原
頼
長
 
二
一
二
〇
～
一
一
五
六
）
 
の
日
記
『
台
記
』
の
久
安
 
 

二
年
 
（
一
一
四
六
）
 
二
月
十
七
日
の
条
に
、
 
 
 

皇
女
着
袴
、
縄
語
齢
㌔
電
池
㌢
誇
大
歳
、
其
儀
如
例
、
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
暁
子
は
、
幼
時
は
「
乙
姫
官
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
じ
『
台
記
』
の
久
寿
元
年
二
一
五
四
）
 
 

八
月
十
八
日
の
条
に
、
名
を
「
寿
子
」
と
定
め
、
内
親
王
と
し
た
件
が
載
り
、
同
月
二
十
九
日
の
条
に
、
更
に
改
名
が
あ
っ
た
件
を
 
 

記
し
て
、
 
 
 

東
光
頼
朝
臣
来
日
、
内
親
王
、
改
寿
子
、
為
妹
子
者
、
示
可
書
下
之
由
、
即
書
檀
紙
、
投
之
、
 
 

と
あ
る
。
「
妹
子
」
と
呼
び
得
る
の
は
こ
の
日
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
妹
子
ほ
、
こ
の
二
年
後
の
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
、
彼
 
 

の
二
条
天
皇
、
東
宮
の
守
仁
親
王
の
女
御
と
な
る
。
中
山
息
親
（
一
一
三
二
～
二
九
五
）
 
の
日
録
『
山
根
記
』
の
保
元
元
年
 
（
久
 
 

寿
三
年
）
 
三
月
五
日
の
条
に
、
 
 
 

今
夜
、
姫
宮
入
太
子
官
、
虹
題
禦
和
幣
院
、
先
是
依
御
調
度
行
事
、
大
理
殿
、
申
刻
、
令
参
東
宮
給
、
0
篭
 
 

に
始
ま
る
記
事
が
載
り
、
平
信
範
⊥
一
一
】
二
～
？
。
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
出
家
）
 
の
日
録
『
兵
範
記
』
の
同
日
の
条
に
も
、
 
 
 

今
夕
、
妹
子
内
親
王
墓
Ⅶ
折
ほ
蛸
Ⅵ
諸
宗
記
覧
艶
詣
㌫
酢
㌔
諾
哲
㌫
竿
被
参
入
東
宮
女
御
梱
鮨
十
 
 

と
、
妹
子
が
東
宮
女
御
に
な
っ
た
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
宮
女
御
と
な
る
と
い
う
重
大
な
儀
で
あ
る
だ
け
に
、
両
書
と
も
、
妹
子
 
 

の
父
と
母
に
ま
で
割
注
で
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
『
山
根
記
』
で
ほ
鳥
羽
院
の
第
何
女
か
判
然
と
し
な
い
が
、
母
は
美
福
門
 
 

院
と
し
、
『
兵
範
記
』
で
は
「
美
福
門
院
第
三
女
王
」
と
し
て
い
る
。
妹
子
の
母
ほ
美
福
門
院
と
す
る
の
で
あ
る
。
前
掲
『
紹
運
録
』
 
 

が
八
幡
別
当
光
清
女
を
妹
子
の
母
と
す
る
の
は
、
要
枚
討
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

東
宮
守
仁
親
王
が
保
元
三
年
 
（
一
一
五
八
）
 
八
月
十
一
日
に
践
蹄
し
、
二
条
天
皇
と
な
り
、
翌
保
元
四
年
 
（
平
治
元
年
）
 
二
月
二
 
 

十
一
口
、
女
御
で
あ
っ
た
妹
子
の
立
后
と
な
る
。
『
山
塊
記
』
の
同
日
の
条
に
、
 
 
 

今
日
、
妹
子
内
親
王
立
后
削
鵬
。
 
 

と
あ
り
、
『
一
代
要
記
』
等
に
も
こ
の
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
角
田
文
衝
氏
が
、
咲
子
は
、
立
后
以
後
、
永
暦
元
年
 
（
一
一
六
〇
）
 
 

の
早
春
ま
で
、
ま
た
そ
れ
以
後
も
、
「
専
ら
白
河
押
小
路
殿
に
御
坐
す
（
山
根
記
）
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
事
態
が
続
い
た
。
そ
の
 
 

後
、
中
宮
妹
子
は
出
家
す
る
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
『
山
根
記
』
の
永
暦
元
年
八
月
十
九
日
の
条
に
、
 
 

今
暁
、
中
宮
依
御
悩
、
危
急
有
御
出
家
云
々
、
院
、
去
夜
有
御
幸
、
暁
天
還
御
云
々
、
先
々
比
率
御
発
心
之
由
、
粗
有
美
聞
、
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然
而
、
依
上
皇
御
制
止
、
不
令
遂
御
也
、
今
有
御
幸
、
有
此
事
、
還
御
前
後
之
条
、
不
知
事
也
、
御
年
廿
云
々
、
大
悲
事
也
。
 
 

と
あ
る
。
病
に
よ
る
出
家
後
の
妹
子
に
つ
い
て
ほ
、
 
 
 

幸
に
も
中
宮
ほ
、
奇
蹟
的
に
こ
の
重
患
か
ら
助
か
る
こ
と
が
出
来
た
。
平
安
時
代
に
は
、
女
性
は
出
家
し
て
も
、
官
位
は
失
わ
 
 

ぬ
定
め
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
妹
子
内
親
王
ほ
、
垂
髪
の
尼
と
な
り
、
『
実
相
覚
』
と
言
う
法
名
を
受
け
て
は
い
た
が
、
正
式
に
 
 
 

は
依
然
と
し
て
中
宮
で
あ
っ
た
。
中
富
が
女
院
に
列
せ
ら
れ
た
の
は
、
応
保
二
年
（
二
六
二
）
 
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
院
号
 
 

は
、
上
記
の
通
り
、
『
高
松
院
』
で
あ
っ
た
。
 
 

と
い
う
、
角
田
氏
の
御
整
理
に
従
っ
て
お
く
。
妹
子
の
院
号
定
め
に
つ
い
て
ほ
、
『
成
頼
刺
記
』
が
最
も
証
拠
価
値
の
高
い
資
料
で
 
 

あ
る
が
、
稿
者
に
は
調
査
が
出
来
て
お
ら
ず
、
当
日
の
日
録
類
で
の
確
認
は
後
日
を
期
し
た
い
。
尤
も
、
諸
日
録
を
見
る
時
、
「
高
 
 

松
院
」
の
称
は
、
こ
の
日
以
前
ほ
見
ら
れ
ず
、
『
玉
葉
』
の
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
 
七
月
十
三
日
の
条
以
降
、
ま
た
、
『
書
記
』
 
 

の
承
安
四
年
 
（
一
一
七
四
）
 
二
月
二
十
九
日
の
条
以
降
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
以
後
、
「
高
松
院
」
 
の
称
が
諸
日
録
類
に
見
出
さ
れ
 
 

る
こ
と
は
、
稿
者
な
り
に
確
認
し
て
い
る
。
 
 

の
条
に
、
 
 
 

去
夜
半
許
、
高
松
院
崩
御
、
日
釆
煩
給
脚
病
、
自
去
八
日
、
殊
以
増
、
其
上
、
痢
病
相
加
給
云
々
。
 
 

と
あ
り
、
藤
原
経
房
も
、
日
録
『
書
記
』
の
同
日
の
条
に
、
 
 
 

今
暁
、
高
松
院
崩
御
、
柏
Ⅶ
捕
諾
組
敵
針
振
遣
能
鮎
刑
警
衛
悩
之
由
、
日
釆
無
共
闘
、
如
夢
如
羽
後
聞
、
日
釆
御
不
食
、
 
 
 

近
日
御
痢
病
云
々
、
但
人
以
猶
不
信
歎
、
宥
謳
寄
之
説
顛
。
 
 

と
記
し
て
、
そ
の
崩
御
を
驚
き
、
か
つ
悼
ん
で
い
る
。
『
書
記
』
が
、
割
注
に
お
い
て
、
高
松
院
を
鳥
羽
院
の
第
五
皇
女
と
し
て
い
 
 

る
点
は
、
先
程
来
の
問
題
と
し
て
、
注
意
軍
要
し
ょ
う
。
 
 
 

「
高
松
院
」
に
つ
い
て
、
証
沢
併
催
の
高
い
貴
族
の
日
録
頸
の
記
載
を
主
た
る
証
拠
と
し
て
、
そ
の
年
譜
の
粗
々
を
辿
っ
て
み
 
 

た
。
そ
の
結
果
、
本
節
の
最
初
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
高
松
院
は
、
鳥
羽
院
の
皇
女
で
、
二
条
天
皇
の
中
宮
と
な
り
、
出
家
の
後
、
 
 

高
松
院
妹
子
の
崩
御
は
、
安
元
二
年
 
（
一
 
 

一
七
六
）
 
六
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
九
条
兼
実
の
日
録
で
あ
る
『
玉
葉
』
の
同
日
 
 

23   



高松院・高松宮・双林寺宮  

と
母
が
同
じ
で
あ
れ
ば
「
母
同
」
と
し
、
少
々
前
に
掲
げ
ら
れ
た
人
と
母
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
前
に
引
い
た
鳥
羽
院
皇
女
全
 
 

員
の
記
事
で
い
う
と
上
西
門
院
に
つ
い
て
「
母
同
崇
徳
」
と
す
る
よ
う
に
、
「
母
同
何
某
」
と
示
す
こ
と
が
多
い
。
そ
の
『
招
選
録
』
 
 
 

る
、
と
あ
る
。
そ
の
記
載
そ
の
ま
ま
を
示
す
と
、
 
 
 

道
志
法
親
王
 
詣
鮎
讐
㍍
幡
別
当
光
雲
。
 
 
 

覚
快
法
親
王
 
詣
。
号
法
隆
寺
座
主
。
太
名
円
性
。
 
 
 

后
。
 
 
 

高
松
院
 
 
 

。
芸
喜
。
 
 

姫
宮
 
 
 

と
あ
る
わ
け
で
、
皇
子
と
皇
女
と
で
光
清
女
の
表
記
が
異
な
る
点
が
ま
ず
気
に
懸
る
。
そ
れ
に
、
『
相
違
録
』
の
場
合
、
 
 

女
院
に
列
せ
ら
れ
、
「
高
松
院
」
 
の
院
号
定
め
が
あ
っ
た
、
「
妹
子
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
諸
資
料
で
異
な
る
 
 

の
は
、
妹
子
が
鳥
羽
院
の
何
番
目
の
皇
女
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
と
、
妹
子
の
母
が
美
福
門
院
で
あ
る
の
か
八
幡
別
当
光
滑
女
で
 
 

あ
る
の
か
、
と
い
う
点
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
確
定
的
な
断
定
を
下
す
準
備
が
な
い
。
同
時
代
の
資
料
 
 

で
あ
る
『
山
根
記
』
『
兵
範
記
』
『
書
記
』
か
ら
し
て
、
順
に
、
数
字
が
不
明
・
美
福
門
院
三
女
・
鳥
羽
院
五
女
と
す
る
、
と
い
っ
た
 
 

具
合
で
あ
り
、
後
に
編
集
さ
れ
た
系
譜
類
で
は
、
『
帝
王
編
牢
記
』
が
第
四
位
に
扶
子
を
載
せ
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
第
六
位
 
 

に
載
せ
、
女
院
小
伝
は
鳥
羽
院
第
由
女
と
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
載
は
ま
ち
ま
ち
な
の
で
あ
る
。
稿
者
 
 

に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
妹
子
が
鳥
羽
院
の
第
何
皇
女
で
あ
る
か
を
断
定
す
る
準
備
が
な
い
。
各
資
料
の
吟
味
と
、
他
に
も
残
る
多
 
 

く
の
資
料
に
お
け
る
記
載
と
を
、
今
後
も
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 
 

妹
子
の
母
に
つ
い
て
は
、
決
着
を
つ
け
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
代
の
日
録
で
あ
り
、
証
拠
価
値
の
高
い
、
『
山
根
記
』
 
 

『
兵
範
記
』
『
台
記
』
が
、
全
て
、
妹
子
の
母
を
美
福
門
院
得
子
と
し
、
後
の
編
集
史
料
で
あ
る
『
帝
王
編
年
記
』
も
『
女
院
小
伝
』
 
 

も
、
美
福
門
院
腹
の
皇
女
と
し
て
妹
子
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
、
ひ
と
り
『
本
朝
皇
胤
紹
選
録
』
の
み
が
、
妹
子
の
母
を
「
母
光
清
 
 

法
印
女
」
と
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
る
誤
謬
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
よ
る
と
、
鳥
羽
院
の
皇
子
皇
女
の
う
ち
、
高
松
院
を
含
め
て
四
人
が
、
光
清
女
を
母
と
す
 
 

直
前
の
人
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の
娘
で
あ
っ
て
、
覚
快
法
親
王
と
高
松
院
妹
子
の
母
も
こ
の
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
（
傍
線
ほ
本
稿
）
 
 

と
述
べ
た
。
高
松
院
妹
子
の
母
を
、
『
本
朝
皇
胤
相
違
録
』
の
記
載
に
従
っ
て
、
八
幡
別
当
光
清
の
娘
と
見
て
論
を
進
め
た
わ
け
で
 
 

あ
る
。
こ
の
点
は
、
吟
味
不
足
に
よ
る
、
全
く
の
誤
謬
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
こ
こ
で
、
さ
き
の
発
言
を
取
り
消
す
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

従
っ
て
、
こ
の
誤
謬
の
上
に
立
っ
て
推
論
を
重
ね
た
、
 
 

覚
網
と
美
濃
腹
の
鳥
羽
院
の
子
女
と
は
、
高
松
宮
を
接
点
と
し
て
、
繁
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

要
す
る
に
、
覚
網
と
西
行
と
は
、
（
高
松
院
の
祖
父
で
あ
る
）
 
八
幡
別
当
光
滑
を
接
点
と
し
て
、
繁
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
勿
 
 

論
、
直
接
の
交
友
関
係
が
あ
っ
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
が
。
（
括
弧
内
は
、
本
稿
に
お
け
る
補
な
い
）
 
 

と
い
う
発
言
も
、
修
正
の
必
要
が
出
て
来
る
。
い
ま
、
前
掲
旧
論
の
全
て
を
改
稿
す
る
い
と
ま
は
な
い
が
、
高
松
院
の
母
を
八
幡
別
 
 

当
光
清
女
の
美
乃
 
（
美
濃
）
 
と
し
て
、
そ
の
実
乃
と
の
関
連
で
、
覚
綱
と
西
行
と
を
結
び
つ
け
た
部
分
だ
け
は
、
取
り
消
し
て
お
き
 
 

た
い
と
思
う
。
か
な
り
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
の
訂
正
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
一
件
を
取
り
消
し
て
も
、
前
掲
旧
論
の
結
論
ま
で
も
 
 

撤
回
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
の
が
、
現
時
点
で
の
稿
者
の
判
断
で
あ
る
。
前
掲
旧
論
の
続
論
で
あ
る
「
下
」
に
お
い
て
、
そ
の
 
 

こ
と
ほ
、
改
め
て
論
証
す
る
所
存
で
あ
る
．
 
 
 

の
記
す
型
か
ら
い
う
と
、
高
松
院
と
姫
官
の
母
が
光
清
女
で
あ
れ
ば
、
「
母
同
道
意
」
と
で
も
示
せ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
 
 

と
さ
ら
「
母
光
清
法
印
女
」
と
記
す
の
は
異
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
人
の
加
筆
の
可
能
性
さ
え
あ
る
。
二
人
の
皇
女
の
「
母
法
印
光
 
 

清
女
」
と
い
う
『
相
違
録
』
の
記
載
は
、
他
に
有
力
な
証
拠
が
無
い
限
り
、
信
用
し
な
い
方
が
良
い
、
こ
う
判
断
し
た
い
。
 
 
 

以
上
の
検
討
と
そ
の
結
論
に
よ
っ
て
、
稿
者
は
、
前
掲
旧
論
に
関
し
て
、
一
つ
の
誤
謬
を
訂
正
し
た
い
。
 
 
 

稿
者
は
、
前
掲
旧
論
に
お
い
て
、
「
あ
る
官
ば
ら
」
を
探
る
際
、
「
あ
る
官
ば
ら
」
が
「
宮
輩
」
で
あ
れ
「
官
腹
」
で
あ
れ
、
「
鳥
 
 

羽
院
の
子
女
の
中
で
消
去
で
き
な
」
 
い
人
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
 
 

こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
中
の
道
志
法
親
王
と
双
林
寺
姫
宮
綾
雲
の
母
が
、
「
美
乃
」
と
呼
ば
れ
る
八
幡
別
当
光
清
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＜
四
∨
 
 

「
高
松
院
L
に
つ
い
て
、
諸
史
料
、
特
に
、
女
院
と
同
時
代
に
生
き
た
人
々
の
日
録
を
中
心
に
、
そ
の
略
年
譜
を
辿
っ
て
み
た
。
 
 

次
な
る
検
討
が
、
本
稿
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
、
そ
の
「
高
松
院
」
が
「
高
松
宮
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
と
同
一
人
で
あ
る
か
否
か
、
 
 

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

中
村
文
民
は
、
『
有
房
集
』
『
覚
綱
集
』
『
月
詣
集
』
『
今
鏡
』
に
見
え
る
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
を
含
む
記
事
を
吟
味
さ
れ
た
わ
 
 

け
だ
が
、
稿
者
も
、
前
掲
旧
論
に
お
い
て
、
そ
の
記
事
の
内
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
い
ま
一
度
、
氏
が
 
 

証
拠
と
L
て
提
示
さ
れ
た
諸
記
事
を
、
稿
者
な
り
に
吟
味
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
見
を
示
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
は
、
、
前
節
に
お
い
て
吟
味
し
た
よ
う
な
、
永
治
か
ら
安
元
、
そ
う
し
て
そ
の
前
後
の
、
貴
族
の
日
録
 
 

類
に
は
、
全
く
見
当
ら
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
、
確
認
L
て
お
き
た
い
。
勿
論
、
高
松
院
妹
子
を
「
高
松
宮
」
と
呼
ぷ
例
も
、
管
見
に
 
 

は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
中
村
氏
が
言
わ
れ
る
「
従
来
」
 
の
研
究
が
、
「
高
松
宮
」
を
高
松
院
妹
子
と
と
ら
え
て
き
た
 
 

の
は
、
安
易
に
過
ぎ
る
と
言
え
な
く
は
な
い
。
仮
り
に
「
高
松
宮
」
が
高
松
院
で
あ
る
と
と
ら
え
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
院
 
 

号
宣
下
が
あ
っ
た
前
の
呼
称
で
あ
る
の
か
、
そ
の
以
後
の
呼
称
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
検
討
を
踏
む
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
何
 
 

し
ろ
、
高
松
院
牧
子
は
、
幼
時
は
「
乙
姫
官
」
と
呼
ば
れ
、
実
名
が
「
寿
子
」
 
「
妹
子
」
と
改
め
ら
れ
た
人
で
、
「
内
親
王
」
、
守
仁
 
 

親
王
の
「
東
宮
女
御
」
、
二
条
天
皇
の
「
中
富
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
を
経
て
、
院
号
宣
下
が
あ
っ
て
「
高
松
院
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
 
 

に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
い
づ
れ
の
時
期
の
妹
子
を
「
高
松
宮
」
と
考
え
る
の
か
、
こ
の
点
に
関
す
る
考
慮
も
な
L
に
「
高
松
宮
」
を
 
 

「
高
松
院
」
と
と
ら
え
る
の
は
、
は
な
は
だ
単
絡
的
に
過
ぎ
る
、
と
思
う
。
勿
論
、
こ
れ
は
、
稿
者
自
身
の
旧
論
へ
の
反
省
を
も
含
 
 

ん
で
い
る
。
 
 
 

尤
も
、
「
高
松
宮
」
の
名
が
、
史
料
に
皆
無
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
前
節
で
引
用
し
た
、
『
帝
王
鰯
牢
記
』
の
鳥
羽
院
の
 
 

「
皇
女
」
の
項
の
最
末
尾
に
、
 
 

高
松
宮
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と
あ
る
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
但
し
、
稿
者
は
、
こ
の
「
高
松
宮
」
と
い
う
記
載
は
、
少
な
く
と
も
、
鳥
羽
院
皇
女
と
し
て
の
「
高
 
 

松
宮
」
と
い
う
記
載
は
、
『
帝
王
編
牢
記
』
本
来
の
記
載
で
あ
る
と
も
、
ま
た
『
帝
王
編
年
記
』
書
写
者
の
誤
謬
で
あ
る
と
も
、
断
 
 

定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
さ
さ
か
の
疑
問
を
こ
の
記
載
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
鳥
羽
院
 
 

皇
女
九
人
の
記
載
を
見
る
と
、
「
高
松
宮
」
以
外
の
皇
女
に
つ
い
て
は
、
必
ず
、
そ
の
母
で
あ
る
と
か
、
そ
の
号
で
あ
る
と
か
、
斎
 
 

官
斎
院
に
ト
定
が
あ
っ
た
と
か
、
何
ら
か
の
注
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
帝
王
編
年
記
』
全
体
に
つ
い
て
、
例
外
は
あ
る
も
の
 
 

の
、
お
お
む
ね
統
一
的
な
記
載
の
型
で
あ
る
。
鳥
羽
院
皇
女
の
中
の
「
高
松
宮
」
の
条
に
の
み
そ
の
注
が
無
い
の
は
、
偶
然
で
あ
る
 
 

の
か
、
記
載
す
る
特
記
事
項
が
無
い
か
ら
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
、
異
例
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
 
 
 

い
ま
一
つ
、
『
帝
王
編
年
記
』
の
鳥
羽
院
皇
女
の
中
に
、
「
軍
国
官
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
実
も
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
不
明
の
 
 

人
物
の
記
載
を
疑
う
た
め
の
傍
証
で
あ
る
。
実
は
、
鳥
羽
院
の
皇
女
に
「
革
国
富
」
な
る
人
が
い
た
こ
と
は
、
他
の
文
献
資
料
で
ほ
 
 

追
跡
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
海
野
泰
男
氏
が
『
今
鏡
全
釈
下
』
に
お
い
て
、
鳥
羽
院
皇
女
の
一
覧
表
を
作
製
し
て
、
 
 

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
後
代
の
偏
に
な
る
も
の
だ
が
、
伊
勢
の
斎
官
に
つ
い
て
一
覧
と
し
た
『
斎
官
記
』
に
も
、
鳥
羽
院
 
 

皇
女
で
「
革
園
宮
」
と
呼
ぷ
人
が
斎
官
で
あ
っ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
鳥
羽
院
皇
女
と
し
て
ほ
、
 
 
 

研
子
内
親
王
鵠
諾
蒜
醐
講
甥
 
 

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
帝
王
編
牢
記
』
が
鳥
羽
院
皇
女
と
し
て
「
撃
園
宮
詣
」
を
掲
げ
る
の
は
、
現
在
の
 
 

資
料
条
件
で
は
、
資
料
的
裏
付
け
が
全
く
無
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
帝
王
編
牢
記
』
が
鳥
羽
院
皇
女
と
し
て
掲
げ
て
い
る
 
 

「
高
松
宮
」
も
、
確
た
る
傍
証
が
無
い
限
り
、
全
幅
の
信
用
を
お
く
わ
け
に
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

他
の
皇
女
に
は
載
る
注
記
が
「
高
松
宮
」
の
条
に
は
無
い
と
い
う
事
実
、
資
料
的
裏
付
け
の
無
い
「
華
園
官
」
が
記
載
さ
れ
て
い
 
 

る
と
い
う
傍
証
、
こ
れ
ら
を
以
っ
て
、
稿
者
は
、
『
帝
王
編
年
記
』
に
示
さ
れ
て
い
る
「
高
松
宮
」
は
、
『
帝
王
編
年
記
』
の
み
の
 
 

記
述
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
ほ
「
高
松
宮
」
の
人
物
考
証
の
た
め
の
証
拠
と
ほ
な
り
得
な
い
、
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
、
『
帝
王
編
 
 

牢
記
』
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
、
 
 
 

本
書
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
事
実
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
厳
密
な
史
料
批
判
を
要
す
る
も
の
が
多
い
。
 
 

27   



高松院・高松宮・ヌ文林寺官   129  

出
高
松
晶
閃
飛
歌
了
、
未
時
許
出
御
、
御
幸
鳥
羽
殿
、
中
御
門
酉
、
大
宮
南
、
七
条
苧
暫
入
御
七
条
殿
、
即
又
出
御
、
離
間
畑
 
 

（
以
下
略
、
傍
線
稿
者
）
 
 
 

建
永
元
年
と
い
え
ば
、
『
新
古
今
和
歌
集
寛
要
和
歌
』
の
翌
年
に
あ
た
り
、
前
年
に
成
立
を
見
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
切
継
が
 
 

行
な
わ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
事
実
、
『
明
月
記
』
の
引
用
の
八
月
二
日
の
前
日
、
つ
ま
り
八
月
一
日
の
条
に
は
、
 
 

雨
降
、
参
和
歌
所
、
又
切
継
新
古
今
、
 
 

と
、
定
家
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
切
継
を
行
な
っ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
二
日
の
条
の
「
猶
於
所
出
高
松
宮
歌
了
」
と
い
う
の
 
 

は
、
定
家
が
、
和
歌
所
に
お
い
て
、
「
高
松
宮
」
の
詠
歌
を
切
出
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
「
高
松
宮
」
が
世
 
 

に
「
飛
礫
官
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
「
高
松
宮
」
が
、
高
松
院
妹
子
を
さ
す
の
か
、
全
く
の
別
人
を
さ
す
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
「
飛
礫
宮
」
と
い
う
称
も
、
 
 

他
の
文
献
で
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
ま
た
、
定
家
が
、
「
高
松
宮
雛
閉
飛
」
と
、
殊
更
に
注
を
付
し
て
い
る
の
は
、
「
高
松
宮
」
と
 
 

い
う
呼
称
が
そ
れ
だ
け
特
別
の
称
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
「
飛
礫
官
」
の
方
が
世
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
 
 

以
上
の
こ
と
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
こ
の
記
事
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
切
出
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
「
高
 
 

松
宮
」
と
い
う
呼
称
は
、
定
家
自
身
の
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、
切
出
し
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
泳
者
名
と
見
 
 

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
明
月
記
』
の
建
永
元
年
八
月
二
日
の
条
の
「
高
松
宮
」
と
い
う
称
は
、
日
録
等
の
史
料
に
筆
 
 

録
者
（
こ
の
場
合
、
定
家
）
が
用
い
た
称
で
は
な
く
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
の
引
用
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
新
 
 

古
今
和
歌
集
』
の
切
継
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
後
藤
重
郎
氏
が
、
切
継
の
経
過
を
追
跡
さ
れ
た
上
で
、
 
 

八
月
二
日
に
は
高
松
宮
の
歌
が
切
出
さ
れ
た
辛
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
折
の
歌
が
如
何
な
る
歌
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
 
 
 

と
い
う
『
国
史
文
献
解
説
』
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
常
識
的
な
判
断
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
い
ま
一
つ
の
「
高
松
宮
」
は
、
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
藤
原
定
家
（
二
六
二
～
一
二
四
こ
 
の
日
録
 
 

『
明
月
記
』
の
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
 
八
月
二
日
の
条
に
載
る
、
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
 
 

天
晴
、
雨
間
降
、
巳
時
許
参
上
、
御
幸
御
共
久
不
参
之
間
、
成
恐
之
由
、
以
越
中
伺
之
、
早
可
参
由
、
有
伸
幸
、
 
 
今
日
猶
於
所
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と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
ま
だ
そ
の
歌
お
よ
び
高
松
宮
に
つ
い
て
は
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。
『
新
編
国
歌
大
観
』
勅
撰
集
編
所
収
の
 
 

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
後
出
歌
」
「
異
本
歌
L
 
の
項
に
も
、
『
明
月
記
』
に
見
え
る
「
高
松
宮
」
 
の
切
出
さ
れ
た
歌
に
関
す
る
研
究
 
 

の
成
果
は
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
 
 
 

『
帝
王
編
年
記
』
お
よ
び
『
明
月
記
』
に
見
え
る
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
を
検
討
し
た
結
果
、
前
者
は
全
幅
の
信
用
が
お
け
な
 
 

い
こ
と
、
後
者
は
切
出
の
行
な
わ
れ
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
詠
者
名
の
引
用
で
あ
る
こ
と
、
が
判
明
し
た
。
要
す
る
に
、
史
料
文
 
 

献
に
は
「
高
松
宮
」
と
い
う
称
は
見
当
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
う
し
て
、
『
明
月
記
』
 
 

の
記
事
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
で
き
た
、
切
出
の
前
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
詠
著
名
と
し
て
は
「
高
松
宮
」
と
い
う
称
が
あ
 
 

っ
た
、
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ま
た
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
 
 
 

そ
う
な
の
で
あ
る
。
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
は
、
そ
れ
が
高
松
院
で
あ
る
の
か
別
人
で
あ
る
の
か
は
別
問
題
と
し
て
、
和
歌
関
 
 

係
の
文
芸
作
品
の
場
に
お
い
て
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
『
有
房
集
』
の
詞
書
に
見
え
る
、
 
 

「
高
松
宮
歌
合
」
で
あ
る
。
い
ま
は
、
そ
の
詞
書
が
問
題
で
あ
る
の
で
、
和
歌
の
方
は
省
略
に
従
い
、
詞
書
の
み
を
示
す
と
、
 
 
 

蝕
が
寄
叫
瑚
や
の
う
た
あ
は
せ
に
、
あ
め
の
う
ち
の
く
さ
の
は
な
と
い
ふ
こ
と
を
（
一
六
二
）
 
 

た
か
ま
つ
の
み
や
の
う
た
あ
は
せ
に
、
せ
き
を
へ
だ
ゝ
る
こ
ひ
と
い
ふ
こ
と
を
 
（
三
三
六
）
 
 

の
三
首
の
歌
が
、
「
高
松
宮
歌
合
」
に
お
け
る
有
房
の
詠
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
『
覚
網
集
』
に
も
、
前
掲
旧
論
に
示
し
、
中
村
氏
も
 
 

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
 
 
 

司
樹
㈲
の
歌
合
に
、
雨
中
草
花
と
い
ふ
こ
と
を
（
三
一
）
 
 
 

矧
抽
割
歌
合
に
、
閑
を
へ
だ
つ
る
恋
を
（
四
八
）
 
 

と
、
二
首
、
「
高
松
宮
歌
合
」
に
お
け
る
覚
網
の
詠
歌
が
載
る
。
以
上
の
二
集
の
詞
書
に
よ
っ
て
、
有
房
や
覚
網
が
「
高
松
宮
」
と
 
 

呼
ぶ
人
の
許
で
歌
合
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
ほ
、
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
が
、
単
に
あ
 
 

る
特
定
の
人
物
が
個
人
的
に
用
い
た
呼
称
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

た
か
ま
つ
の
み
や
の
う
た
あ
は
せ
に
、
と
こ
ろ
に
よ
り
て
月
あ
か
し
と
い
ふ
こ
と
を
 
（
一
九
七
）
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い
ま
一
つ
、
こ
れ
も
久
保
田
淳
氏
と
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
『
楢
葉
集
』
に
も
、
「
高
松
宮
」
の
名
が
見
出
せ
 
 

る
。
『
楢
葉
集
』
は
、
抜
文
に
よ
る
と
、
嘉
禎
三
年
（
二
一
三
七
）
六
月
五
日
の
成
立
で
あ
る
が
、
少
々
時
代
が
降
る
私
撰
集
の
記
 
 

載
で
あ
る
と
は
言
え
、
や
は
り
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
そ
の
集
に
お
い
て
、
 
 
 

l
 
革
m
阿
部
ノ
御
簾
僧
二
侍
ケ
ル
コ
ロ
、
月
ノ
ア
カ
、
リ
ケ
ル
ヨ
、
カ
ノ
「
心
ア
ラ
バ
ク
モ
ル
ナ
ミ
ダ
ヨ
マ
テ
シ
バ
シ
マ
タ
モ
ミ
ル
 
 

ベ
キ
ア
カ
ツ
キ
カ
ハ
」
ト
ヨ
マ
セ
タ
マ
フ
ケ
ル
コ
ト
思
イ
デ
ラ
レ
テ
、
ヨ
ミ
侍
ケ
ル
 
 

澹
空
上
人
 
（
五
七
五
）
 
 

と
い
う
詞
書
に
載
る
「
高
松
宮
」
は
、
「
官
」
の
「
御
寵
僧
」
で
あ
っ
た
晴
窄
 
（
世
尊
寺
伊
行
の
男
）
 
の
詠
歌
と
い
う
わ
け
で
、
こ
 
 

の
呼
称
は
間
違
い
な
い
こ
と
を
示
す
、
好
資
料
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
、
こ
の
詞
書
か
ら
、
「
高
 
 

松
宮
」
そ
の
人
が
「
心
ア
ラ
バ
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
歌
人
で
も
あ
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
「
高
松
 
 

宮
」
ほ
、
有
房
や
覚
綱
等
が
集
う
た
歌
合
の
主
催
者
と
L
て
、
歌
人
等
の
支
援
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

実
は
、
中
村
氏
が
指
摘
き
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
高
松
宮
」
の
詠
歌
が
、
『
月
詣
集
』
に
四
首
、
九
冊
本
『
宝
物
集
』
に
二
 
 

首
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

『
月
詣
集
』
の
四
首
と
い
う
の
ほ
、
 
 

高
松
宮
 
 

（
落
花
を
よ
め
る
）
 
 

一
九
五
 
こ
ず
ゑ
に
は
心
の
み
こ
そ
と
ま
り
け
れ
を
し
み
に
き
つ
る
花
は
の
こ
ら
で
 
 

見
衣
恋
を
 
 

高
松
宮
 
 
 

三
七
六
 
し
ら
せ
ば
や
こ
す
に
は
つ
る
る
袖
の
う
ち
に
入
り
ぬ
る
た
ま
の
ぬ
し
は
誰
ぞ
と
 
 

高
松
宮
 
 
 

閑
を
へ
だ
つ
る
恋
と
い
へ
る
心
を
 
 

五
〇
二
 
恋
に
ね
て
こ
ひ
ぢ
に
ま
よ
ふ
閲
の
名
は
い
ほ
ね
ど
し
る
き
な
こ
そ
な
る
ら
ん
 
 

九
月
十
三
夜
に
月
く
も
り
て
侍
り
け
れ
ば
 
高
松
宮
 
 
 

七
四
六
 
天
つ
風
雲
ふ
き
は
ら
へ
な
ほ
年
忙
ふ
た
よ
の
月
は
今
宵
ば
か
り
ぞ
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で
あ
る
。
ま
た
、
九
冊
本
『
宝
物
集
』
の
二
首
と
は
、
 
 

高
松
宮
 
 
 

（
二
〇
こ
 
暁
は
い
け
る
物
か
ほ
よ
ひ
は
た
ゞ
こ
ず
も
あ
ら
ん
と
恩
ふ
斗
ぞ
 
 

高
松
宮
 
 

四
一
三
 
そ
れ
と
だ
に
知
事
な
ら
ば
め
ぐ
り
あ
ふ
む
つ
の
道
を
も
ま
た
ま
し
物
を
 
 

で
あ
る
。
二
〇
一
番
の
歌
に
は
、
「
凡
例
」
に
よ
る
と
、
『
宝
物
集
』
の
「
他
の
伝
本
に
ほ
見
え
ず
、
九
冊
本
系
統
の
諸
本
に
初
出
 
 

の
和
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
う
、
括
弧
で
歌
番
号
が
囲
ん
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
う
一
首
の
四
一
三
番
の
歌
は
、
異
 
 

種
本
の
多
い
『
宝
物
集
』
の
諸
本
に
全
て
共
通
し
て
載
る
歌
な
の
で
あ
る
。
伝
承
に
ゆ
れ
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

「
高
松
宮
」
は
、
歌
合
を
主
催
し
、
自
身
で
も
歌
を
詠
む
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
久
保
田
淳
氏
は
、
『
月
詣
集
』
の
五
〇
二
 
 

番
「
関
を
へ
だ
つ
る
恋
と
い
へ
る
心
を
」
の
歌
に
つ
い
て
、
 
 
 

歌
題
の
一
致
と
作
者
名
か
ら
、
本
歌
合
（
「
高
松
宮
歌
合
」
を
指
す
。
犬
井
注
）
 
で
の
詠
と
見
な
し
た
い
の
で
あ
る
。
 
 

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
「
高
松
宮
」
は
、
定
家
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
そ
の
詠
歌
を
切
り
出
し
た
が
た
め
に
、
勅
撰
入
集
歌
 
 

人
と
ほ
な
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
て
、
詠
歌
が
数
多
く
残
さ
れ
た
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
歌
詠
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
上
か
 
 

ら
、
間
違
い
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

和
歌
の
方
面
で
の
資
料
か
ら
拾
い
得
る
「
高
松
宮
」
ほ
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
い
ま
一
つ
、
『
今
鏡
』
の
「
御
子
た
ち
 
第
 
 

八
」
の
「
腹
々
の
御
子
」
の
章
、
鳥
羽
院
の
官
た
ち
に
つ
い
て
記
し
た
条
に
、
そ
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
の
条
ほ
、
そ
の
書
き
出
し
 
 

に
、
 
 
 

鳥
羽
の
院
の
官
ほ
、
女
院
二
所
の
御
腹
の
外
に
、
三
井
寺
の
六
の
官
、
山
の
七
の
官
と
て
お
ほ
し
ま
す
な
る
、
御
腹
石
清
水
の
 
 

流
れ
と
な
む
聞
き
奉
る
。
 
 

と
あ
る
よ
う
に
、
鳥
羽
院
の
子
女
の
内
、
待
貿
門
院
碍
子
と
美
福
門
院
得
子
の
二
女
院
以
外
の
女
性
を
母
と
す
る
人
た
ち
の
こ
と
を
 
 

記
し
て
い
る
。
引
用
の
よ
う
に
、
六
の
官
（
道
東
）
・
七
の
官
（
覚
快
）
を
は
じ
め
と
す
る
八
幡
別
当
光
清
女
腹
の
子
女
－
他
に
 
3
1
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阿
夜
御
前
が
記
さ
れ
て
い
る
ー
ー
た
は
じ
ま
り
、
宰
相
の
中
将
家
政
女
腹
の
子
女
1
吉
田
斎
官
 
－
、
徳
大
寺
左
大
臣
実
能
女
腹
 
 

の
子
女
蓼
春
日
姫
宮
 
－
 
と
続
け
て
記
し
た
後
に
、
母
の
名
前
を
全
く
示
さ
な
い
形
で
、
 
 

ま
た
勢
賀
院
の
姫
官
、
斎
院
の
姫
官
、
高
松
の
宮
な
ど
聞
え
さ
せ
給
ふ
も
、
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
。
 
 

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
高
松
の
宮
」
な
る
呼
称
が
見
出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

『
今
鏡
』
の
作
者
が
、
昨
今
説
か
れ
る
よ
う
に
、
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
寂
超
 
（
藤
原
為
経
一
一
一
三
？
‥
～
一
一
八
〇
生
存
）
 
 

で
あ
る
か
ど
う
か
ほ
別
と
し
て
、
一
四
〇
首
余
り
の
和
歌
・
連
歌
を
載
せ
る
こ
の
書
は
、
鏡
物
で
は
あ
る
が
、
和
歌
と
も
密
接
に
関
 
 

わ
る
作
品
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
こ
に
、
和
歌
の
方
面
で
の
資
料
に
見
ら
れ
た
「
高
松
宮
」
 
の
呼
称
が
見
出
せ
る
の
も
、
あ
る
い
ほ
ご
 
 

く
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

と
に
か
く
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
ほ
、
史
書
の
類
に
は
全
く
見
出
し
得
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
歌
に
関
す
る
文
献
に
は
 
 

散
見
す
る
、
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
呼
称
の
通
用
し
た
範
囲
を
限
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
興
味
深
い
わ
け
で
あ
る
 
 

が
、
こ
こ
に
、
問
題
が
二
つ
残
っ
て
い
る
。
中
村
氏
が
「
高
松
院
L
と
「
高
松
宮
」
と
を
別
人
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
提
言
を
 
 

さ
れ
た
所
以
の
事
実
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
、
『
月
詣
集
』
内
部
の
問
題
で
、
 
 
 

月
詣
集
は
8
7
7
香
詞
書
に
「
高
松
院
」
と
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
者
名
表
記
に
は
「
高
松
宮
」
と
あ
り
、
 
 

と
い
う
御
指
摘
の
点
で
あ
る
。
前
引
の
よ
う
に
、
『
月
詣
集
』
で
は
、
詠
者
名
と
し
て
「
高
松
宮
」
と
表
記
す
る
。
一
方
、
八
七
三
 
 

香
歌
の
詞
書
に
は
、
 
 
 

二
条
院
御
時
高
l
相
関
中
宮
と
申
し
け
る
に
、
さ
ま
か
へ
さ
せ
お
は
し
ま
L
た
り
け
る
次
の
年
八
月
ば
か
り
に
、
昔
思
ひ
出
だ
さ
 
 

れ
て
よ
み
侍
り
け
る
 
 

高
松
院
右
衝
門
佐
 
 

と
、
「
高
松
院
」
 
の
称
を
用
い
て
い
る
。
中
村
氏
は
、
こ
の
事
実
を
以
っ
て
、
「
高
松
宮
」
は
高
松
院
妹
子
に
あ
ら
ず
と
い
う
考
え
 
 

方
の
証
拠
の
一
つ
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
極
め
て
説
得
力
の
あ
る
証
拠
の
提
示
で
あ
り
、
納
得
で
き
そ
う
な
考
え
方
で
あ
る
と
言
 
 

え
る
。
 
 
 

た
だ
、
中
村
氏
の
論
理
が
成
り
立
つ
の
は
、
『
月
詣
集
』
で
は
詠
者
名
と
詞
書
中
の
同
一
人
の
呼
称
と
が
全
て
整
然
と
同
じ
表
記
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に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

実
は
、
稲
者
は
、
昭
和
五
十
八
・
九
年
の
二
年
間
、
勤
務
校
の
教
育
研
究
科
修
士
課
程
の
「
日
本
文
学
史
」
の
演
習
に
お
い
て
、
 
 

『
月
詣
集
』
の
歌
人
伝
の
検
討
を
試
み
、
院
生
諸
君
と
協
力
L
て
、
か
な
り
の
『
月
詣
集
』
歌
人
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
の
で
 
 

あ
る
が
、
そ
の
過
程
転
お
い
て
、
何
人
か
の
歌
人
が
、
詞
書
中
の
呼
称
と
泳
者
名
と
の
間
で
異
な
る
こ
と
が
あ
る
と
判
明
し
た
 
－
 
 

当
時
ほ
、
「
高
松
院
」
「
高
松
宮
」
も
、
そ
の
数
の
」
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
 
－
。
そ
の
折
の
調
査
の
底
本
が
活
字
 
 

本
の
『
統
群
書
類
従
』
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
深
い
穿
整
は
放
置
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
今
回
、
杉
山
重
行
氏
の
近
著
『
月
詣
和
 
 

歌
集
の
校
本
と
そ
の
基
礎
的
研
究
』
の
労
作
に
よ
っ
て
、
本
文
を
確
認
し
、
な
お
か
つ
、
周
到
な
「
作
者
略
伝
」
と
「
詞
書
人
名
索
 
 

引
」
と
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
稿
者
の
授
業
時
に
判
明
し
た
以
外
に
も
い
く
人
か
の
例
が
見
出
せ
た
の
だ
が
、
や
 
 

は
り
、
詞
書
中
の
呼
称
と
歌
の
泳
者
名
と
が
必
ず
し
も
合
致
L
な
い
人
物
が
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
の
編
者
賀
茂
重
保
の
名
が
、
詠
者
名
の
方
は
r
賀
茂
重
保
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
詞
書
に
お
い
て
ほ
、
 
 

「
神
主
重
保
」
「
重
保
」
「
賀
茂
重
保
」
な
ど
様
々
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
編
者
で
あ
る
こ
と
も
囲
わ
っ
 
 

て
い
よ
う
が
、
し
か
し
、
詞
書
と
詠
者
名
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
、
か
わ
り
が
あ
る
ま
い
。
い
ま
一
例
示
し
て
み
ょ
う
。
道
因
法
 
 

師
（
俗
名
藤
原
敦
頼
）
 
は
、
詠
者
名
と
し
て
、
 
 

白
河
の
花
を
み
て
よ
め
る
 
 
造
田
法
師
 
（
一
二
九
）
 
 

（
七
夕
を
よ
め
る
）
 
 

道
因
法
師
（
六
二
こ
 
 

と
、
「
道
因
法
師
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 
 

矧
風
謝
矧
住
吉
に
て
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
旅
宿
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
小
侍
従
（
二
七
五
）
 
 

と
、
詞
書
に
は
俗
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
侍
従
の
歌
ほ
、
道
因
主
催
の
嘉
応
二
年
十
月
九
日
の
「
住
吉
社
歌
 
 

合
」
の
詠
で
あ
る
わ
け
で
、
「
藤
原
敦
頼
」
は
道
因
で
あ
っ
て
、
別
人
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
ほ
、
「
道
因
法
師
」
な
ら
「
道
因
 
 

法
師
」
で
、
「
藤
原
敦
頼
」
な
ら
「
藤
原
敦
頼
」
で
、
統
一
が
あ
っ
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
二
種
の
小
侍
従
の
家
集
（
『
太
皇
太
后
官
小
侍
従
集
』
七
七
番
、
『
小
侍
従
集
』
三
三
番
）
 
は
、
共
に
「
旅
宿
時
雨
」
 
「
た
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び
の
と
ま
り
の
し
ぐ
れ
」
と
、
歌
題
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
『
月
詣
集
』
の
編
者
賀
茂
垂
保
は
、
小
侍
従
の
歌
を
拾
っ
た
資
料
に
 
 

記
さ
れ
て
い
た
詞
書
の
「
藤
原
敦
頼
」
の
方
に
は
手
を
加
え
ず
、
泳
者
名
の
「
道
因
法
師
」
だ
け
を
統
一
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

そ
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
程
、
つ
ま
り
、
詞
書
ほ
原
資
料
に
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
に
編
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
程
、
『
月
詣
 
 

果
』
に
は
、
同
一
人
物
に
つ
い
て
詞
書
で
の
呼
称
と
詠
者
名
と
が
合
致
し
な
い
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
の
「
高
松
宮
」
と
 
 

い
う
泳
者
名
と
「
高
松
院
中
宮
と
申
け
る
に
」
と
い
う
詞
書
に
お
け
る
「
高
松
院
l
」
と
の
齢
齢
は
、
確
か
に
、
両
者
を
別
人
と
判
定
 
 

す
る
た
め
の
極
め
て
有
力
な
証
拠
に
は
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
詞
書
で
「
高
松
院
中
宮
と
申
け
る
に
」
と
し
た
の
が
、
高
松
 
 

院
妹
子
に
仕
え
た
「
高
松
院
右
衝
門
佐
」
で
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
右
衝
門
佐
が
主
人
の
こ
と
を
「
高
松
宮
l
」
と
表
記
す
る
は
ず
が
な
 
 

い
。
『
月
詣
集
』
編
者
賓
茂
重
保
の
方
は
、
既
に
『
統
詞
花
実
』
（
永
万
元
年
一
一
六
五
以
後
成
立
）
に
「
高
松
院
衛
門
佐
」
の
名
で
 
 

入
集
し
て
い
る
こ
の
女
性
の
泳
者
名
を
、
い
ま
一
首
の
五
七
四
番
と
共
に
、
「
高
松
隠
者
衝
門
佐
L
と
し
て
、
詞
書
の
方
も
「
高
松
 
 

院
」
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
、
こ
う
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
－
 
尤
も
、
『
綻
詞
花
集
』
の
歌
に
つ
い
て
は
、
高
松
院
右
衛
 
 

門
佐
の
詠
と
ほ
認
め
な
い
考
え
方
も
あ
る
が
。
 
 
 

以
上
の
ご
と
く
、
『
月
詣
集
』
に
見
ら
れ
る
「
高
松
宮
」
と
「
高
松
院
」
と
の
表
記
の
相
違
は
、
興
味
深
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
 
 

こ
の
事
実
を
証
拠
と
し
て
「
高
松
宮
」
と
「
高
松
院
」
と
は
別
人
で
あ
る
と
ま
で
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
躊
躇
を
お
ぼ
え
る
編
 
 

者
な
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
を
以
っ
て
、
積
極
的
に
、
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
論
証
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
。
 
 
 

和
歌
に
関
連
す
る
文
献
に
見
ら
れ
る
「
高
松
宮
」
と
い
う
呼
称
で
「
問
題
が
二
つ
残
っ
て
い
る
」
と
し
た
い
ま
一
つ
は
、
『
今
鏡
』
 
 

に
お
い
て
も
「
高
松
宮
」
と
「
高
松
院
」
の
双
方
の
呼
称
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
中
村
氏
が
、
両
者
を
別
人
と
推
定
 
 

さ
れ
る
際
に
、
こ
の
事
実
を
証
拠
の
一
つ
と
さ
れ
、
 
 

今
鏡
（
御
子
た
ち
 
第
八
 
旗
々
の
御
子
）
と
帝
王
編
牢
記
は
鳥
羽
院
皇
女
と
し
て
、
高
松
院
と
ほ
明
ら
か
に
区
別
し
て
高
松
 
 

宮
の
名
を
挙
げ
る
が
、
 
 

と
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
今
鏡
』
の
「
御
子
た
ち
」
に
見
え
る
「
高
松
宮
」
は
、
さ
き
に
引
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
 
 

村
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
今
鏡
』
に
は
、
別
に
、
「
す
べ
ら
ぎ
の
下
」
の
「
虫
の
昔
」
と
「
大
内
わ
た
り
」
に
お
い
て
、
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近
衛
の
帝
生
ま
れ
さ
せ
給
ひ
て
後
、
永
治
元
年
十
一
月
に
や
侍
り
け
む
、
辛
酉
の
年
、
ま
た
姫
官
六
条
殿
に
て
生
み
奉
り
給
へ
 
 

り
し
。
二
条
の
帝
、
東
宮
と
聞
え
さ
せ
給
ひ
し
時
、
保
元
元
年
の
頃
、
御
息
所
と
聞
え
さ
せ
給
ひ
て
、
帝
位
に
即
か
せ
給
ひ
L
 
 

か
ば
、
平
治
元
年
二
月
二
十
一
日
、
中
宮
と
聞
え
給
ひ
し
に
、
永
暦
元
年
八
月
十
九
日
、
御
悩
み
と
て
、
御
髪
剃
さ
せ
給
ふ
。
 
 
 

御
齢
二
十
と
ぞ
聞
え
さ
せ
給
ひ
し
。
い
と
類
な
く
侍
り
き
。
応
保
二
年
二
月
十
三
日
、
院
号
あ
り
て
筒
捌
叫
矧
と
申
す
。
 
 

（
虫
の
音
）
 
 
 

大
嘗
会
な
ど
過
ぎ
て
、
年
も
替
り
ぬ
れ
ば
、
院
の
姫
官
東
宮
の
女
御
に
参
り
給
ふ
。
同
相
吻
疏
と
申
し
～
御
幸
な
り
。
前
の
斎
 
 
 

院
と
て
、
今
の
上
西
門
院
の
お
は
し
ま
し
ゝ
を
、
御
母
に
し
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
と
承
り
し
。
母
后
美
福
門
院
お
ほ
し
ま
せ
 
 
 

ば
、
別
の
御
母
な
く
て
も
お
は
し
ま
す
べ
け
れ
ど
も
、
い
ま
す
こ
し
ね
ん
ご
ろ
な
る
御
心
に
や
侍
り
け
む
。
（
大
内
わ
た
り
）
 
 

と
、
「
高
松
院
」
と
呼
ん
で
、
妹
子
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
見
る
と
、
「
御
子
た
ち
」
の
「
腹
々
の
御
子
」
に
見
 
 

え
る
「
高
松
の
宮
L
 
の
称
、
即
ち
、
 
 
 

又
勢
賀
院
の
姫
官
、
斎
院
の
姫
官
、
南
村
勅
封
な
ど
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
も
、
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
。
 
 

は
、
「
高
松
の
官
」
で
、
高
松
院
妹
子
と
は
別
人
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
中
村
氏
の
御
見
解
は
、
説
得
力
が
あ
る
。
た
だ
し
、
 
 

こ
の
三
つ
の
記
事
か
ら
「
高
松
院
」
と
「
高
松
宮
」
と
を
別
人
と
判
断
す
る
に
は
、
い
ま
少
し
吟
味
を
要
す
る
と
稿
者
は
考
え
る
。
 
 
 

長
々
と
「
虫
の
音
」
 
「
大
内
わ
た
り
」
 
の
記
述
を
引
用
し
、
「
腹
々
の
御
子
」
を
重
複
を
厭
わ
ず
引
用
し
た
の
は
、
故
な
い
こ
と
 
 

で
は
な
い
。
そ
の
記
述
の
あ
り
方
を
比
較
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
虫
の
音
」
で
は
、
「
生
み
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
し
」
 
「
聞
え
 
 

さ
せ
給
ひ
し
時
」
 
「
帝
位
に
即
か
せ
給
ひ
し
か
ば
」
 
「
中
宮
と
聞
え
給
ひ
し
に
」
 
「
衡
齢
二
十
と
ぞ
聞
え
さ
せ
給
ひ
し
」
 
「
い
と
類
 
 

な
く
侍
り
き
」
と
、
「
き
・
し
・
し
か
」
叙
述
に
よ
っ
て
記
し
、
「
高
松
の
院
と
申
す
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
大
内
わ
 
 

た
り
」
の
方
も
、
「
高
松
の
院
と
申
し
～
御
事
な
り
」
と
言
い
切
っ
た
後
に
、
「
上
西
門
院
の
お
は
し
ま
し
し
を
」
 
「
承
り
L
」
と
、
 
 

「
き
・
し
・
し
か
」
で
叙
述
す
る
。
勿
論
、
『
今
鏡
』
の
老
女
の
昔
語
り
と
い
う
形
式
か
ら
見
て
、
こ
の
「
き
・
し
・
L
か
」
ほ
、
 
 

必
ず
し
も
作
者
の
直
接
体
験
の
叙
述
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
作
者
は
、
「
高
松
の
院
」
に
つ
い
て
老
女
に
語
ら
せ
る
時
に
は
、
 
 

必
ず
「
き
・
し
▲
し
か
」
に
よ
っ
て
、
老
女
が
実
際
に
見
聞
し
た
と
し
て
語
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
高
松
宮
」
の
方
は
ど
う
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の
官
は
、
一
年
失
せ
給
ひ
に
け
り
」
 
「
親
王
に
な
り
給
ふ
と
ぞ
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
語
り
手
老
女
に
自
信
の
な
い
事
柄
は
伝
聞
の
 
 

語
り
方
を
さ
せ
、
「
宰
相
の
中
将
家
政
と
き
こ
え
し
御
女
」
 
「
鳥
羽
の
院
の
女
み
こ
生
み
奉
り
給
へ
り
し
」
 
「
吉
田
の
斎
官
と
申
L
 
 

き
」
 
「
尊
く
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
き
」
と
い
っ
た
、
老
女
が
直
接
体
験
L
た
事
柄
と
は
区
別
し
て
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
考
 
 

え
る
と
、
「
勢
賓
院
の
姫
宮
」
 
「
斎
院
の
姫
官
」
お
よ
び
問
題
の
「
高
松
の
宮
」
に
つ
い
て
、
異
例
と
も
い
う
べ
き
、
母
親
の
名
を
 
 

示
さ
な
い
形
で
、
「
な
ど
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
も
、
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
」
と
推
量
の
形
で
老
女
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
『
今
鏡
』
 
 

の
作
者
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
判
断
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
 
 
 

『
今
鏡
』
の
作
者
が
「
高
松
宮
」
な
ど
に
つ
い
て
は
推
量
の
形
で
老
女
に
語
ら
せ
た
理
由
は
、
確
か
な
こ
と
は
、
鋳
物
と
は
い
え
 
 

一
種
の
創
作
で
あ
り
、
分
ら
な
い
の
だ
が
、
現
在
残
さ
れ
た
資
料
条
件
の
許
で
と
い
う
条
件
付
き
で
、
推
測
で
き
る
事
柄
が
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
、
「
高
松
宮
」
と
並
べ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
勢
賀
院
の
姫
官
」
と
「
斎
院
の
姫
官
」
が
、
こ
れ
と
確
定
で
き
る
人
物
が
い
 
 

な
い
、
と
い
う
事
実
を
傍
証
と
す
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
海
野
泰
男
氏
が
、
 
 
 

勢
賀
院
の
姫
官
 
不
詳
。
宮
子
内
親
王
は
白
河
院
皇
女
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
は
別
人
。
三
六
二
貢
表
の
⑩
（
「
紹
運
録
」
に
 
 

の
み
あ
り
）
 
（
「
姫
官
」
の
こ
と
、
犬
井
注
）
及
び
⑬
（
『
帝
王
編
年
記
』
に
の
み
あ
り
）
 
（
「
華
園
官
」
の
こ
と
、
犬
井
注
）
と
 
 
 

同
一
人
で
あ
る
か
否
か
も
不
詳
。
 
 
 

斎
院
の
姫
官
 
表
の
④
嬉
子
内
親
王
か
。
長
承
元
年
賀
茂
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
が
翌
年
蓑
じ
て
い
る
。
但
し
こ
の
巻
で
は
后
腹
 
 

の
皇
子
皇
女
は
挙
げ
な
い
の
が
原
則
な
の
で
、
④
と
同
じ
と
す
る
と
そ
の
点
が
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
他
に
斎
院
を
つ
と
め
た
 
 

こ
と
が
明
ら
か
な
皇
女
も
な
い
の
で
、
い
ま
④
と
同
人
と
し
て
お
く
。
 
 

と
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
、
『
今
鏡
』
研
究
の
現
段
階
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
竹
鼻
緒
氏
は
、
 
 
 

る
。
こ
の
差
異
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
「
腹
々
の
御
子
」
の
鳥
羽
院
の
子
女
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
は
、
「
山
の
七
の
官
と
て
お
は
し
ま
す
な
る
」
 
 

き
奉
る
」
 
「
別
当
の
娘
と
な
む
」
 
「
阿
夜
御
前
と
聞
え
さ
せ
給
ふ
、
御
髪
刺
し
て
双
林
寺
と
い
ふ
所
に
ぞ
お
は
し
ま
す
な
る
」
 
 

か
と
い
う
と
、
「
な
ど
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
も
、
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
」
と
、
作
者
は
老
女
に
推
量
し
て
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
 
 

‾1  「 寺 聞、  
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勢
賀
院
の
姫
官
と
斎
院
の
姫
官
と
ほ
手
掛
り
も
え
ら
れ
な
い
が
、
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
海
野
氏
の
「
斎
院
の
姫
官
」
を
嬉
子
内
親
王
と
見
る
考
え
も
、
強
い
主
張
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

と
に
か
く
、
「
勢
賀
院
の
姫
宮
」
も
「
斎
院
の
姫
官
」
も
、
現
在
の
資
料
条
件
で
は
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
物
で
あ
る
。
 
 

こ
う
な
る
と
、
こ
の
二
人
と
共
に
「
な
ど
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
も
、
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
」
と
老
女
が
語
っ
た
「
高
松
宮
」
も
、
未
 
 

詳
と
し
て
お
い
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。
海
野
民
が
「
こ
の
巻
で
は
后
腹
の
皇
子
皇
女
は
挙
げ
な
い
の
が
原
則
L
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
 
 

と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
高
松
宮
」
が
美
福
門
院
腹
の
高
松
院
子
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
中
村
氏
が
、
こ
れ
を
証
 
 

拠
と
し
て
、
「
高
松
宮
」
と
「
高
松
院
」
と
を
「
区
別
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
点
は
、
諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る
。
 
 

し
か
し
、
稿
者
は
、
呼
称
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
「
高
松
宮
」
と
い
う
人
物
そ
の
も
の
を
、
『
今
鏡
』
の
鋳
物
と
い
う
文
芸
作
品
中
 
 

の
記
事
と
し
て
は
認
め
る
に
し
て
も
、
疑
っ
て
か
か
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

貴
族
の
日
録
類
と
和
歌
に
関
わ
る
文
献
の
中
に
、
「
高
松
宮
」
を
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
．
以
上
に
見
た
と
お
り
、
史
料
と
も
 
 

言
う
べ
き
貴
族
の
日
録
類
に
は
「
高
松
宮
」
の
称
が
全
く
見
え
ず
、
和
歌
等
の
文
芸
作
品
の
中
に
は
そ
の
名
が
散
見
す
る
こ
と
が
判
 
 

然
と
し
た
。
こ
れ
は
、
興
味
深
い
偏
り
で
ほ
あ
る
。
 
 
 

何
故
に
貴
族
等
の
日
録
類
に
は
「
高
松
宮
」
 
の
呼
称
が
見
出
せ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
 
 

と
、
ま
ず
、
「
高
松
宮
」
な
る
人
物
が
実
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
現
に
歌
書
の
類
 
 

に
は
「
高
松
宮
」
な
る
人
が
歌
合
を
主
催
し
、
白
身
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
消
去
し
て
よ
 
 

い
想
定
で
あ
る
。
次
に
、
日
録
の
類
を
残
L
た
人
達
に
は
「
高
松
宮
」
に
つ
い
て
見
聞
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
 
 

も
想
定
で
き
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ほ
、
あ
り
得
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
「
高
松
宮
」
と
、
「
官
」
 
の
称
が
用
い
ら
れ
て
い
 
 

る
人
で
あ
る
か
ら
に
ほ
、
必
ず
皇
室
に
関
わ
る
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
稿
者
が
本
稿
に
お
い
て
参
照
し
た
日
録
頸
の
筆
録
者
、
頼
長
 
 

・
忠
親
・
信
範
・
兼
実
・
経
房
あ
た
り
の
資
族
で
あ
れ
ば
、
見
聞
の
熊
い
こ
と
の
万
が
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
も
消
去
さ
れ
て
よ
い
 
 

想
定
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
残
る
は
、
日
録
類
を
残
L
た
人
々
が
「
高
松
宮
」
に
関
し
て
記
録
す
る
こ
と
を
悍
っ
た
、
と
い
う
可
能
 
 

性
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
が
最
も
蓋
然
性
が
あ
ろ
う
。
何
故
に
揮
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
分
ら
な
い
。
皆
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
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は
あ
る
が
公
然
と
は
誰
も
ロ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
ほ
、
当
時
で
も
あ
っ
た
。
角
田
文
衝
氏
が
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
、
『
玉
葉
』
の
建
 
 

久
二
年
四
月
二
十
四
日
の
条
に
記
さ
れ
る
、
高
松
院
妹
子
所
生
の
子
供
の
件
、
 
 
 

今
且
、
澄
憲
実
弟
子
諾
謂
醇
い
琵
締
Ⅶ
畑
鮎
班
於
仁
和
寺
、
受
戒
渾
巧
 
 

の
中
の
「
錐
密
事
、
人
皆
知
之
」
な
ど
は
、
そ
の
好
例
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
「
高
松
宮
」
も
、
何
か
の
理
由
で
人
々
が
か
た
く
ロ
 
 

を
閉
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、
定
家
が
「
高
松
宮
」
と
い
う
詠
者
名
を
示
し
た
歌
を
『
新
古
今
集
』
か
ら
切
り
出
し
た
 
 

の
も
、
勅
撰
集
と
い
う
暗
の
集
に
「
高
松
宮
」
と
い
う
悍
る
べ
き
呼
称
が
登
録
さ
れ
る
の
を
回
避
し
ょ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
 
 

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
貴
族
の
日
録
類
等
に
「
高
松
宮
」
の
称
が
見
出
せ
な
い
の
は
、
私
的
な
日
録
と
ほ
言
え
、
「
高
 
 

松
宮
」
に
つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
が
悍
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
、
編
者
は
推
測
し
て
い
る
。
 
 

一
方
、
『
有
房
集
』
 
『
覚
網
集
』
と
い
っ
た
私
家
集
や
、
『
月
詣
集
』
 
『
楢
葉
集
』
な
ど
の
私
撰
集
、
ま
た
、
『
今
鏡
』
と
い
う
 
 

鏡
物
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
私
的
な
文
芸
活
動
の
結
果
で
あ
る
わ
け
で
、
悍
る
こ
と
も
な
く
「
高
松
宮
」
の
称
が
記
さ
れ
た
と
 
 

見
て
よ
い
。
「
高
松
宮
歌
合
」
も
、
私
的
な
催
し
で
あ
っ
た
。
 
 
 

中
で
、
『
月
詣
集
』
は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
賀
茂
重
保
が
、
賀
茂
別
雷
社
へ
人
々
が
月
詣
で
を
す
る
と
い
う
発
想
で
奉
納
し
た
 
 

私
撰
集
で
あ
り
、
神
に
奉
納
す
る
と
い
う
点
で
は
、
私
撰
集
と
は
い
え
、
い
さ
さ
か
時
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
 
 

の
集
に
「
高
松
宮
」
の
歌
が
四
首
入
集
し
て
い
る
事
実
は
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
重
保
の
と
ら
え
方
が
窺
え
る
点
 
 

で
、
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
み
ょ
う
。
 
 
 

前
掲
の
ご
と
く
、
『
月
詣
集
』
に
は
、
「
高
松
宮
」
の
詠
歌
が
四
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。
四
首
と
い
う
数
は
、
こ
の
集
の
入
集
歌
 
 

人
の
中
で
、
と
び
ぬ
け
て
多
い
数
で
は
な
く
、
む
し
ろ
少
な
い
部
類
に
入
る
。
し
か
L
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
「
官
」
の
語
を
許
さ
 
 

れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
皇
室
の
出
で
あ
る
人
と
い
う
見
方
を
す
る
と
、
四
首
と
い
う
数
は
極
め
て
多
い
数
な
の
で
あ
る
。
稿
者
の
担
 
 

当
し
た
大
学
院
の
数
年
前
の
演
習
時
に
作
製
し
た
人
物
索
引
を
最
近
の
杉
山
氏
の
大
著
の
「
作
者
略
伝
」
に
よ
っ
て
確
認
し
っ
つ
示
 
 

す
と
、
歴
代
天
皇
は
、
鳥
羽
院
一
首
∴
宗
徳
院
二
首
・
後
白
河
法
皇
一
首
二
一
条
院
三
首
・
高
倉
院
一
首
と
い
う
数
で
、
最
も
多
い
 
 

二
条
院
御
製
で
も
「
高
松
宮
」
の
四
首
に
及
ば
な
い
。
崇
徳
天
皇
中
宮
の
皇
嘉
門
院
一
首
・
近
衛
二
条
二
代
の
后
で
あ
る
太
皇
太
后
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宮
多
子
二
首
、
白
河
天
皇
皇
子
の
高
野
法
親
王
一
首
・
後
三
条
天
皇
皇
子
の
輔
仁
親
王
一
首
・
後
白
河
院
皇
女
の
前
々
斎
院
式
子
一
 
 

首
と
、
中
宮
・
后
や
皇
子
・
皇
女
は
殆
ん
ど
一
首
で
あ
る
。
仁
和
寺
二
品
法
親
王
 
（
守
覚
）
 
の
み
が
、
十
二
首
と
、
飛
び
抜
け
て
多
 
 

い
他
は
、
皇
室
関
係
の
人
々
の
入
集
歌
は
、
ご
く
少
な
い
わ
け
で
、
「
高
松
宮
」
の
四
首
は
、
実
ほ
破
格
の
扱
い
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
の
編
者
重
保
は
、
賀
茂
別
雷
社
に
奉
納
す
る
歌
集
と
し
て
、
歴
代
天
皇
を
始
め
と
し
て
、
皇
室
関
係
の
人
々
の
歌
 
 

を
、
基
本
的
に
は
各
一
首
を
撰
入
し
、
例
外
的
に
複
数
の
歌
を
撰
入
し
た
、
と
見
て
よ
い
 
－
 
ち
な
み
に
、
崇
徳
院
の
二
首
の
中
の
 
 

一
首
は
十
一
首
も
入
集
し
て
い
る
待
賢
門
院
兵
衛
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
1
1
。
以
上
は
、
皇
室
関
係
の
人
々
の
入
集
歌
全
て
を
示
し
 
 

て
み
た
そ
の
欺
か
ら
の
一
つ
の
推
論
で
あ
る
。
守
覚
法
親
王
の
入
集
歌
が
十
二
首
と
多
い
の
は
、
後
白
河
院
の
皇
子
で
あ
っ
た
か
ら
 
 

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
皇
室
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
御
室
歌
壇
の
中
心
と
し
て
、
歌
界
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
 
 

ろ
う
が
、
「
高
松
宮
」
が
皇
室
出
の
人
と
L
て
は
此
較
的
多
い
四
首
の
入
集
歌
を
見
る
の
も
、
や
は
り
、
皇
室
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
 
 

の
「
官
」
、
と
い
う
把
握
が
重
保
に
あ
っ
た
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。
尤
も
、
守
覚
法
親
王
程
に
は
、
こ
の
 
「
官
」
は
、
歌
界
の
活
躍
は
 
 

な
い
が
。
と
に
か
く
、
「
高
松
宮
」
と
い
う
官
は
、
皇
室
の
出
で
は
あ
っ
て
も
、
皇
室
の
人
と
い
う
強
い
意
識
を
以
っ
て
重
保
が
遺
 
 

す
る
必
要
が
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
、
臣
籍
の
主
要
歌
人
と
同
じ
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
、
か
よ
う
に
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
本
節
の
検
討
を
通
じ
て
、
「
高
松
宮
」
と
呼
ば
れ
る
「
官
」
の
一
面
が
、
い
さ
さ
か
な
が
ら
判
明
し
た
と
思
う
。
し
か
 
 

し
、
「
高
松
宮
」
と
「
高
松
院
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
証
明
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
両
人
が
別
人
で
あ
る
と
立
証
で
 
 

き
た
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
切
不
明
と
い
う
は
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

実
は
、
最
初
に
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
ら
だ
が
、
文
献
証
拠
を
探
っ
て
み
て
も
、
高
松
院
妹
子
と
「
高
松
宮
」
と
は
同
一
 
 

人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
言
す
る
直
接
証
拠
は
、
現
在
の
資
料
条
件
で
は
、
無
い
。
ま
た
、
そ
の
逆
に
、
高
松
院
妹
子
と
「
高
 
 

松
宮
」
と
は
別
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
直
接
証
拠
も
、
現
在
の
資
料
条
件
で
は
、
無
い
。
直
接
証
拠
が
無
い
か
ら
こ
そ
、
 
 

本
稿
の
よ
う
に
、
間
接
証
拠
を
提
示
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
立
証
課
農
に
支
え
と
な
る
事
柄
を
証
明
し
、
そ
れ
を
重
ね
て
、
立
証
す
 
 

㌘
 
 

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
手
続
き
を
踏
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
高
松
宮
」
と
高
松
院
妹
子
に
関
し
て
、
同
一
人
物
で
あ
る
か
別
人
で
あ
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、
中
村
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
証
拠
 
諭
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と
そ
れ
を
以
っ
て
き
れ
る
論
理
と
で
は
、
「
高
松
宮
」
と
高
松
院
と
は
別
人
で
あ
る
と
ま
で
証
明
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
 
如
 
 

か
し
、
本
節
の
検
討
を
通
し
て
、
本
節
に
お
い
て
掟
示
し
た
証
拠
と
編
者
の
論
理
と
に
よ
っ
て
、
「
高
松
宮
」
と
高
松
院
妹
子
と
は
 
 

同
一
人
で
あ
る
と
も
別
人
で
あ
る
と
も
、
確
定
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
判
明
し
た
。
稿
者
ほ
、
こ
こ
で
、
中
村
氏
の
御
見
解
と
 
 

は
全
く
別
に
、
改
め
て
、
「
高
松
宮
」
ほ
高
松
院
妹
子
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
、
ま
た
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
、
と
 
 

い
う
提
言
を
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

＜
五
＞
 
 

次
に
、
「
双
林
寺
宮
」
と
呼
ば
れ
る
「
宮
」
に
つ
い
て
吟
味
し
て
み
た
い
。
こ
の
「
官
」
に
つ
い
て
吟
味
す
る
所
以
は
、
稿
者
が
、
 
 

旧
論
に
お
い
て
、
『
覚
綱
集
』
に
言
う
「
あ
る
官
ば
ら
」
を
こ
の
「
双
林
寺
官
」
で
あ
る
と
推
測
L
、
一
方
、
中
村
氏
は
、
「
高
松
 
 

宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
が
同
一
人
で
あ
る
「
可
能
性
」
 
「
蓋
然
性
」
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
改
め
 
 

て
確
認
し
て
お
い
て
、
検
討
を
始
め
た
い
。
 
 
 

稿
者
が
前
掲
旧
論
に
お
い
て
、
そ
う
し
て
、
中
村
氏
が
そ
の
御
論
考
に
お
い
て
、
「
双
林
寺
官
」
と
呼
ん
で
検
討
の
狙
上
に
上
せ
 
 

た
そ
も
そ
も
の
出
発
点
は
、
本
稿
第
三
節
に
も
引
い
た
、
『
本
朝
皇
胤
摺
運
録
』
に
鳥
羽
院
の
皇
女
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
、
 
 
 

拒
宮
鞘
謂
潮
時
地
場
。
票
寺
宮
。
 
 

の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
「
姫
官
」
の
こ
と
を
「
双
林
寺
官
」
と
し
て
、
論
証
五
重
ね
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
本
朝
皇
胤
 
 

指
運
録
』
の
記
事
か
ら
、
改
め
て
吟
味
を
試
み
た
い
と
思
う
。
 
 
 

稿
者
は
、
本
稿
第
三
節
に
お
い
て
、
「
高
松
院
」
 
の
略
年
譜
を
辿
り
、
こ
の
『
招
運
録
』
が
、
高
松
院
の
母
に
つ
い
て
「
母
光
清
 
 

法
印
女
」
と
誤
る
こ
と
を
指
摘
し
た
二
口
同
松
院
の
母
に
関
す
る
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
『
相
違
録
』
の
記
載
に
は
、
誤
謬
が
散
 
 

見
す
る
わ
け
で
、
皇
室
に
関
わ
る
人
物
の
考
証
の
た
め
の
証
拠
能
力
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
証
拠
価
値
が
高
い
と
は
言
え
な
 
 

い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
双
林
寺
官
」
と
注
記
さ
れ
る
「
姫
官
」
 
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
全
幅
の
借
用
は
お
け
な
い
。
特
に
、
高
松
院
 
 

妹
子
の
条
で
こ
の
書
の
誤
謬
と
し
た
「
母
光
清
法
印
女
」
と
い
う
記
載
が
、
こ
の
「
姫
官
」
に
も
あ
る
わ
け
で
、
『
招
運
録
』
の
記
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載
は
要
注
意
で
あ
る
。
第
三
節
に
お
い
て
、
「
二
人
の
皇
女
の
『
母
法
印
光
清
女
』
と
い
う
記
載
は
、
他
に
有
力
な
証
拠
が
無
い
限
 
 

り
、
信
用
し
な
い
方
が
良
い
」
と
述
べ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
繰
り
返
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

但
し
、
「
双
林
寺
官
」
と
呼
ば
れ
る
「
官
」
は
実
在
し
た
。
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
事
柄
の
内
、
 
 
 

定
離
卿
記
・
建
久
三
年
四
月
二
十
五
日
条
の
「
笥
珊
奇
骨
御
仏
事
法
花
鼻
多
羅
」
、
及
び
御
宝
相
承
記
の
「
建
久
六
年
正
月
二
 
 
 

十
三
日
己
酉
、
…
矧
珊
矧
御
即
世
」
の
記
事
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
皇
女
に
対
し
て
は
「
隻
林
寺
官
」
の
呼
称
が
定
着
し
て
い
た
 
 

と
推
測
さ
れ
る
。
（
傍
線
犬
井
）
 
 

と
あ
る
『
定
能
卿
記
』
 
『
御
室
相
承
記
』
の
記
載
は
、
稿
者
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
一
一
九
二
年
あ
た
り
に
は
「
双
林
寺
官
」
 
「
双
 
 

林
宮
」
と
呼
ば
れ
る
「
宮
」
が
仏
事
を
取
り
行
な
い
、
一
一
九
五
年
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
中
村
氏
は
貴
重
な
事
 
 

実
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
「
双
林
寺
官
」
は
、
前
掲
旧
論
に
注
と
し
て
指
摘
し
、
中
村
氏
も
言
及
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
千
載
集
』
『
月
詣
集
』
入
 
 

集
の
式
子
内
親
王
の
歌
の
詞
書
に
も
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
 
 
 

賀
茂
の
い
つ
き
か
は
り
た
ま
う
て
の
ち
、
か
ら
さ
き
の
は
ら
へ
侍
り
け
る
ま
た
の
日
、
割
引
引
山
萄
の
も
と
よ
り
、
き
 
 

式
子
内
親
王
 
（
千
載
九
七
三
）
 
 
 

の
ふ
な
に
ご
と
か
な
ど
侍
り
け
る
返
事
に
つ
か
は
さ
れ
侍
り
け
る
 
 

か
ら
さ
き
の
御
ほ
ら
へ
よ
り
か
へ
ら
せ
た
ま
ひ
た
り
け
る
つ
ぎ
の
日
、
割
引
ん
u
叫
固
よ
り
、
き
の
ふ
の
御
こ
と
ど
も
い
か
 
 

が
な
ど
申
さ
せ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
 
 

前
前
斎
院
 
（
月
詣
八
二
〇
）
 
 

と
い
う
詞
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
式
子
内
親
王
が
、
賀
茂
の
斎
宮
を
降
り
て
後
、
唐
崎
の
御
祓
の
翌
日
、
「
双
林
寺
の
御
ご
」
 
「
双
林
 
 

寺
の
宮
」
か
ら
「
昨
日
何
事
か
」
 
「
昨
日
の
御
幸
ど
も
、
い
か
が
」
と
便
り
が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
双
林
寺
官
」
 
 

は
、
式
子
に
近
し
い
「
官
」
と
見
て
よ
く
、
『
相
違
録
』
が
鳥
羽
院
皇
女
「
姫
官
」
に
こ
の
宮
の
名
を
注
し
て
い
る
の
も
、
強
ち
故
 
 

な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
前
掲
旧
論
の
訂
正
を
し
て
お
く
。
「
注
」
の
「
4
1
」
に
お
い
て
、
『
千
載
 
 

集
』
九
七
三
番
の
詞
書
を
引
い
て
、
「
加
茂
斎
院
の
交
代
さ
え
知
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
た
綾
雲
尼
な
の
で
あ
る
」
 
（
傍
点
本
稿
）
 
 

と
述
べ
た
の
は
、
稿
者
の
誤
読
で
あ
り
、
コ
〕
d
引
創
生
活
を
し
て
い
た
稜
雲
尼
な
の
で
あ
る
」
と
訂
正
し
、
不
注
意
な
誤
読
の
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掬
わ
び
を
申
し
上
げ
る
。
 
 
 

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
が
、
鳥
羽
院
の
皇
女
の
一
人
に
「
双
林
寺
官
」
と
注
L
、
「
母
光
清
法
印
女
」
と
注
す
る
こ
と
に
閲
し
、
 
 

実
は
、
有
力
な
傍
証
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
、
「
高
松
宮
」
を
吟
味
し
た
前
節
に
お
い
て
検
討
し
た
、
『
今
鏡
』
の
「
御
子
た
ち
腹
々
 
 

の
み
こ
」
の
章
で
あ
る
。
い
ま
一
度
、
そ
の
冒
頭
を
示
す
と
、
 
 
 

鳥
羽
の
院
の
官
は
、
女
院
二
所
の
御
腹
の
外
に
、
三
井
寺
の
六
の
宮
、
山
の
七
の
宮
と
て
お
ほ
し
ま
す
な
る
、
御
原
石
清
水
の
 
 
 

洗
れ
と
な
む
聞
き
奉
る
。
俊
頼
の
撰
集
に
、
魔
の
歌
な
ど
入
れ
て
侍
る
光
漕
法
印
と
か
い
ひ
け
む
別
当
の
娘
と
な
む
。
小
侍
従
 
 

ぞ
。
 
 

と
あ
る
。
鳥
羽
院
の
皇
子
主
女
で
、
八
幡
別
当
光
清
女
腹
の
人
々
に
つ
い
て
、
老
女
が
語
る
一
節
で
あ
る
が
、
「
阿
夜
御
前
」
と
 
 

い
う
皇
女
が
鳥
羽
院
の
真
東
で
、
双
林
寺
に
住
む
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
節
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
腹
々
の
御
子
レ
の
 
条
ほ
、
老
女
が
伝
聞
回
想
で
語
る
、
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
『
今
鏡
』
そ
の
も
の
が
、
「
鏡
物
」
で
あ
る
わ
け
で
、
 
 

証
拠
価
値
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
『
今
鏡
』
の
作
者
が
鳥
羽
院
の
「
腹
々
の
御
子
」
の
事
ど
も
を
書
き
記
し
た
い
と
い
 
 

う
意
図
を
持
っ
て
執
筆
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
嘉
応
二
年
（
一
石
○
）
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
の
成
立
の
頃
ま
で
に
、
 
 

か
よ
う
な
伝
承
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
の
ご
と
き
記
述
が
行
な
わ
れ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
 
 

は
、
こ
の
『
今
鏡
』
の
記
載
は
、
証
拠
価
値
は
低
い
と
は
い
え
、
証
拠
能
力
は
あ
る
、
と
言
っ
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
 
 
 

さ
き
に
、
『
相
違
録
』
に
お
け
る
「
母
光
清
法
印
女
」
と
い
う
記
載
は
「
有
力
な
証
拠
が
無
い
限
り
」
借
用
で
き
な
い
と
し
た
が
、
 
 

『
今
鏡
』
の
こ
の
記
事
は
、
1
有
力
し
と
ま
で
は
言
え
な
い
忙
せ
ェ
ー
証
搾
笹
は
な
ろ
ラ
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
編
者
は
、
芸
朝
 
 

皇
胤
繹
違
録
』
が
記
す
、
鳥
羽
院
皇
女
「
双
林
寺
官
」
は
信
じ
て
よ
い
と
判
断
す
る
。
 
 
 

問
題
ほ
、
そ
の
1
双
林
寺
官
し
が
「
高
松
宮
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
、
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
直
接
証
拠
、
つ
 
 
 

院
に
は
、
御
子
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
な
る
べ
し
。
ま
た
そ
の
 
 

な 

ど聞 
ゆ 
る 
は 

小 
大 
連 
が 
腹 
に 
て 

れ 
ほ 
前 
の 
ほ 
ら 
か 
ら 
な 
る 
べ 
し 
。 

白 
河 
の 
院 
の 
衡 
時 
よ 
り 

近 
く 

侍ひて、  

い
ふ
所
に
ぞ
お
 
 
は
し
ま
す
な
る
。
 
 
寺
の
官
は
、
一
年
失
せ
給
ひ
に
け
り
。
山
の
は
法
印
な
ど
申
し
ゝ
、
親
王
に
な
り
給
ふ
と
 
 

に
、
阿
夜
御
前
と
聞
え
さ
 
 
せ
給
ふ
、
御
髪
刺
し
て
 
 
鳥
羽
の
 
 

刺
繍
奇
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ま
り
、
「
双
林
寺
官
」
と
「
高
松
宮
」
と
が
同
人
で
あ
る
と
す
る
文
献
証
拠
も
、
別
人
で
あ
る
と
す
る
文
献
証
拠
も
、
現
在
の
資
料
 
 

条
件
で
ほ
、
無
い
。
「
高
松
宮
」
と
高
松
院
妹
子
の
場
合
と
、
事
情
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
間
接
証
拠
に
よ
る
論
証
を
重
ね
る
外
は
 
 

な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
双
林
寺
官
」
と
い
う
呼
称
ほ
、
中
村
氏
御
指
摘
の
よ
う
に
、
『
定
能
卿
記
』
や
『
御
室
相
承
記
』
等
の
記
録
類
に
、
憤
る
と
こ
 
 

ろ
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
高
松
宮
」
と
は
扱
い
が
異
な
る
。
L
か
L
、
こ
れ
ほ
、
「
高
松
宮
」
の
呼
称
が
慣
ら
れ
 
 

た
か
ら
こ
そ
「
双
林
寺
官
」
 
の
称
で
記
録
さ
れ
た
、
と
い
う
推
測
を
許
す
こ
と
に
な
り
、
「
双
林
寺
宮
」
と
「
高
松
宮
」
が
同
一
人
 
 

か
別
人
か
と
い
う
考
証
の
た
め
の
証
拠
事
実
と
し
て
は
、
有
効
性
が
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
こ
の
事
実
ほ
不
問
に
付
し
て
お
く
。
 
 
 

「
高
松
宮
」
が
、
晴
の
場
で
あ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
歌
を
切
出
さ
れ
、
そ
の
名
が
削
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
双
林
寺
官
」
 
 

が
、
『
千
載
集
』
の
詞
書
の
中
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
両
者
の
扱
い
の
大
き
な
差
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
 
 

勅
撰
集
の
下
命
老
が
異
な
り
、
撰
者
が
異
な
り
、
集
そ
の
も
の
の
性
格
が
異
な
り
、
撰
集
の
時
代
背
景
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
か
 
 

ら
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
が
同
一
人
で
あ
る
と
か
別
人
で
あ
る
と
か
を
論
証
す
る
た
め
の
有
効
性
の
あ
る
証
拠
事
実
と
 
 

は
言
い
が
た
い
。
前
条
と
同
様
、
不
問
に
付
し
た
い
。
 
 
 

「
高
松
宮
」
が
、
私
的
な
和
歌
の
場
に
お
い
て
そ
の
名
を
悍
る
と
こ
ろ
な
く
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
「
双
林
寺
 
 

官
」
の
方
ほ
、
そ
れ
が
比
較
的
少
な
い
。
特
に
、
高
松
膚
は
、
歌
合
を
主
催
し
、
自
身
で
詠
歌
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
双
林
寺
官
」
 
 

は
、
歌
活
動
の
資
料
が
無
い
。
『
月
詣
集
』
 
『
千
載
集
』
に
載
る
式
子
内
親
王
の
歌
か
ら
窺
え
る
と
こ
ろ
も
、
「
双
林
寺
宮
」
の
便
 
 

り
ほ
散
文
で
、
式
子
内
親
王
が
歌
で
返
事
を
し
た
、
と
取
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
と
に
か
く
、
「
双
林
寺
官
」
に
は
、
歌
の
活
動
の
記
 
 

録
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
「
高
松
宮
」
と
は
か
な
り
相
違
す
る
事
実
で
あ
る
、
と
ほ
言
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
、
記
録
さ
 
 

れ
て
は
残
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
「
双
林
寺
宮
」
も
詠
歌
し
た
こ
と
は
あ
る
、
当
時
の
「
宮
」
と
し
て
の
常
識
程
度
に
は
、
と
い
う
 
 

論
法
が
成
り
立
つ
わ
け
で
、
「
高
松
宮
」
 
「
双
林
寺
官
」
 
の
同
一
人
・
別
人
の
考
証
の
決
め
て
に
は
な
る
ま
い
。
 
 
 

以
上
の
如
く
、
稿
者
の
吟
味
し
た
限
り
の
「
高
松
宮
」
 
「
双
林
寺
官
」
に
関
わ
る
諸
文
献
の
範
囲
で
は
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
 
 

寺
官
」
と
を
同
一
人
物
と
判
定
で
き
る
程
の
証
拠
ほ
見
出
し
得
な
い
。
ま
た
、
逆
に
、
別
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
証
明
 
 
4≡l   
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で
き
る
だ
け
の
間
接
証
拠
も
、
見
あ
た
ら
な
い
。
稿
者
は
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
を
、
竺
人
物
と
も
別
人
と
も
、
決
 
助
 
 

走
し
得
な
い
、
と
い
う
績
論
を
放
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
村
氏
は
、
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
同
一
人
物
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
 
 

そ
れ
を
否
定
す
る
だ
け
の
証
拠
が
無
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
、
稿
者
は
、
本
節
で
示
し
た
諸
証
拠
、
「
双
林
寺
官
」
は
記
録
類
に
障
る
と
こ
ろ
な
く
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
、
「
双
林
寺
宮
」
 
 

の
名
ほ
勅
撰
集
に
明
記
さ
れ
て
い
る
、
「
双
林
寺
官
」
に
ほ
歌
活
動
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
、
一
々
「
高
松
宮
」
と
 
 

相
反
す
る
証
挺
が
重
な
っ
て
出
て
来
る
こ
と
に
、
注
目
す
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
は
、
稀
者
が
「
不
問
に
付
す
」
と
し
た
よ
う
に
、
証
 
 

拠
価
値
ほ
低
い
。
し
か
し
、
証
拠
価
値
ほ
低
い
な
が
ら
も
、
同
様
の
結
論
の
推
測
を
生
む
よ
う
な
証
拠
が
複
数
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
 
 

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
情
況
証
拠
と
し
て
こ
れ
ら
を
見
る
と
き
、
「
双
林
寺
官
」
は
「
高
松
宮
」
と
は
別
人
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
 
 

推
測
す
る
稿
看
で
あ
る
。
 
 
 

中
村
氏
が
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
官
L
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
 
 
 

帝
王
編
年
記
に
列
挙
さ
れ
る
鳥
羽
院
皇
女
を
本
朝
皇
胤
相
違
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
 
 

と
い
う
手
続
き
か
ら
で
あ
っ
た
。
『
帝
王
編
牢
記
』
の
鳥
羽
院
皇
女
の
末
尾
に
示
さ
れ
る
「
高
松
宮
」
、
『
本
朝
皇
胤
稽
違
録
』
の
鳥
 
 

羽
院
皇
子
皇
女
の
末
尾
に
示
さ
れ
る
「
双
林
寺
官
」
と
実
衡
女
腹
の
「
姫
官
」
、
こ
れ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
高
 
 

松
宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
を
同
一
人
物
と
認
定
し
ょ
う
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
方
向
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
第
三
 
 

節
に
お
い
て
、
『
帝
王
編
牢
記
』
に
見
え
る
「
高
松
宮
」
に
は
疑
義
が
あ
る
と
L
た
よ
う
に
、
ま
た
、
『
紹
運
録
』
に
見
え
る
「
双
林
 
 

寺
官
」
と
い
う
記
載
は
『
今
鏡
』
の
記
事
を
傍
証
と
し
て
ほ
じ
め
て
証
拠
価
値
の
低
い
有
効
性
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
し
た
よ
う
 
 

に
、
『
帝
王
霜
牢
記
』
の
記
載
も
『
紹
運
録
』
の
記
載
も
、
考
証
の
た
め
の
証
拠
価
値
ほ
極
め
て
低
い
。
そ
れ
ら
を
「
照
ら
し
合
わ
せ
 
 

て
」
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
を
同
一
人
物
か
と
想
定
さ
れ
た
行
き
方
は
、
そ
の
想
定
を
裏
付
け
る
た
め
に
示
さ
れ
た
請
託
 
 

拠
と
推
理
の
論
理
に
興
味
深
く
か
つ
重
大
な
発
言
が
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
ま
ま
で
ほ
従
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
こ
う
稿
者
は
思
 
 

う
の
で
あ
る
。
 
 
 

締
着
は
、
中
村
氏
の
説
か
れ
た
、
「
高
松
宮
」
ほ
「
双
林
寺
官
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、
結
論
を
否
定
す
る
も
の
で
は
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な
い
。
そ
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
は
本
節
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
の
逆
に
、
「
高
松
宮
」
は
「
双
林
寺
宮
」
と
は
別
 
 

人
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
、
五
割
の
確
率
で
有
る
こ
と
も
、
申
し
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
情
況
証
拠
か
ら
は
、
「
高
松
宮
」
は
「
双
 
 

林
寺
官
」
と
は
別
人
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
、
と
も
述
べ
た
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
、
複
数
の
情
況
証
拠
を
重
ね
合
わ
せ
た
う
え
で
 
 

の
推
測
、
有
力
な
根
拠
の
少
な
い
推
測
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
 
 

＜
六
＞
 
 

中
村
文
民
の
御
論
考
に
啓
発
さ
れ
て
、
と
い
う
よ
り
、
導
か
れ
て
、
「
高
松
院
」
「
高
松
宮
」
 
「
双
林
寺
宮
」
に
つ
い
て
、
稿
者
な
 
 

り
の
吟
味
を
試
み
た
。
稿
者
が
提
出
し
た
新
証
拠
と
い
う
の
ほ
全
く
な
く
、
中
村
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
覚
の
示
さ
れ
た
文
献
資
 
 

料
を
稿
者
な
り
に
解
読
し
整
理
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
「
高
松
院
妹
子
」
と
「
高
松
宮
」
と
は
別
人
で
あ
る
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
宮
」
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
、
と
 
 

い
う
中
村
氏
文
民
の
御
見
解
は
、
確
か
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
氏
の
御
論
考
の
限
り
で
は
、
つ
ま
り
氏
の
提
示
さ
れ
た
証
拠
 
 

と
そ
れ
を
以
っ
て
さ
れ
る
推
理
の
筋
道
の
限
り
で
は
、
証
明
が
尺
、
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
、
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ
う
し
て
、
 
 

そ
の
過
程
で
、
稿
者
の
と
ら
え
る
「
高
松
院
」
「
高
松
宮
」
「
双
林
寺
官
」
の
蘭
係
が
提
示
で
き
た
。
即
ち
、
「
高
松
宮
」
と
高
松
院
 
 

妹
子
と
は
同
一
人
で
あ
る
と
も
別
人
で
あ
る
と
も
、
確
定
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
、
「
高
松
宮
」
と
「
双
林
寺
 
 

宮
」
と
は
同
一
人
で
あ
る
と
も
別
人
で
あ
る
と
も
、
確
定
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
情
況
証
拠
 
 

か
ら
、
別
人
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
、
と
い
う
見
解
を
申
し
添
え
て
、
結
論
と
し
た
。
 
 

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
で
き
た
事
柄
に
よ
っ
て
、
稿
者
は
、
前
掲
旧
論
に
関
し
て
、
大
き
な
修
正
を
一
つ
行
な
っ
た
。
 
 

高
松
院
振
子
の
母
を
八
幡
別
当
光
清
女
と
し
た
旧
論
の
誤
謬
を
、
美
福
門
院
得
子
と
訂
正
し
た
点
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
、
旧
論
で
誤
 
 

読
を
犯
し
た
『
千
載
集
』
入
集
式
子
内
親
王
歌
の
詞
書
の
解
を
、
言
い
改
め
て
、
訂
正
L
た
1
い
ま
一
つ
、
本
稿
と
は
関
わ
ら
な
 
 

い
の
だ
が
、
『
山
家
集
』
に
載
る
「
あ
る
官
ば
ら
」
の
詞
書
を
引
い
た
際
、
最
初
は
「
七
五
五
」
番
と
正
し
く
歌
番
号
を
示
し
た
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が
、
後
に
言
及
し
た
際
に
「
七
七
五
番
」
と
誤
っ
た
（
二
〇
九
頁
）
。
私
信
で
御
注
意
を
賜
わ
っ
た
稲
田
利
徳
氏
に
御
礼
を
申
し
上
 
亜
 
 

げ
、
こ
こ
で
「
七
五
五
番
」
と
訂
正
さ
せ
て
頂
く
 
ー
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
前
掲
旧
論
に
ほ
訂
正
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
中
村
文
民
の
 
「
源
有
房
考
L
に
お
け
る
御
発
言
は
あ
る
も
 
 

の
の
、
現
時
点
で
ほ
、
「
高
松
院
妹
子
」
「
高
松
宮
」
そ
う
し
て
「
双
林
寺
官
」
に
関
わ
る
編
者
の
推
論
は
、
大
幅
な
修
正
を
行
な
う
 
 

必
要
ほ
な
い
、
と
考
え
る
。
勿
論
、
拙
論
旧
編
は
、
高
松
院
妹
子
と
「
高
松
宮
し
と
を
安
易
に
同
一
人
物
と
し
、
そ
の
呼
称
を
混
同
 
 

し
て
い
る
点
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
、
反
省
す
る
こ
と
頻
り
で
あ
り
、
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
吟
味
も
せ
ず
に
、
従
っ
て
「
高
松
 
 

宮
」
と
「
双
林
寺
官
」
と
が
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
い
な
い
な
ど
、
多
少
の
修
正
は
必
要
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
、
中
村
氏
の
言
わ
れ
る
「
従
来
」
 
の
先
覚
の
御
考
え
に
従
っ
た
ま
ま
で
進
め
た
前
掲
旧
論
ほ
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
ま
ま
提
出
し
 
 

て
お
い
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
。
 
 
 

尤
も
、
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
事
柄
と
前
掲
旧
論
に
お
け
る
考
案
と
の
間
に
、
矛
盾
と
思
わ
れ
る
点
が
無
い
で
は
な
い
。
 
 

本
稿
に
お
い
て
「
双
林
寺
官
」
に
は
歌
活
動
の
資
料
が
な
い
と
し
た
が
、
旧
論
は
、
覚
綱
や
西
行
と
歌
の
面
で
交
流
の
あ
っ
た
「
あ
 
 

る
官
ば
ら
」
を
そ
の
「
双
林
寺
官
」
で
あ
ろ
う
と
し
た
点
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
高
松
院
・
高
松
宮
・
双
林
寺
 
 

官
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
に
急
で
、
旧
論
の
考
察
に
．
ほ
触
れ
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
旧
論
の
続
稿
「
下
」
 
 

で
言
及
を
試
み
た
い
。
 
 
 

勿
論
、
『
覚
網
集
』
お
よ
ぴ
『
山
家
集
』
に
見
え
る
「
あ
る
宮
ば
ら
」
の
固
有
名
詞
を
追
求
す
る
こ
と
が
主
た
る
立
証
課
題
で
な
 
 

か
っ
た
と
ほ
い
え
、
事
実
考
証
を
試
み
た
前
掲
拙
論
が
、
諸
資
料
の
証
拠
能
力
の
有
無
の
吟
味
も
、
ま
た
、
そ
の
証
拠
価
値
の
高
低
 
 

の
吟
味
も
行
な
わ
ず
、
な
お
か
つ
、
各
々
の
文
献
の
個
々
の
記
事
の
正
誤
の
検
討
も
行
な
わ
ず
に
、
論
を
進
め
た
こ
と
を
恥
じ
っ
 
 

つ
、
急
速
本
稿
を
報
告
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。
 
 
 

旧
論
を
御
高
覧
賜
わ
っ
た
方
々
に
は
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
わ
け
で
、
こ
こ
に
衷
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
 
 

た
、
先
覚
の
御
研
究
を
参
看
せ
ず
に
論
を
進
め
た
旧
論
の
不
備
に
つ
い
て
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
井
上
寮
塩
氏
・
松
野
腸
一
氏
、
御
論
 
 

考
別
刷
を
御
恵
与
下
さ
れ
、
御
教
示
に
与
っ
た
中
村
文
民
に
ほ
、
あ
つ
く
学
恩
を
御
礼
申
し
上
げ
る
。
お
陰
を
以
っ
て
、
遅
ま
き
な
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注
 
 

1
 
『
山
家
集
』
 
『
覚
翻
案
』
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
私
家
集
大
成
』
所
収
に
よ
る
。
濁
点
編
者
。
 
 

2
 
『
今
税
金
釈
下
』
昭
和
五
八
年
7
月
刊
。
引
用
部
分
の
③
⑫
ほ
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
鳥
羽
院
皇
女
」
一
覧
表
の
過
し
番
号
で
あ
る
。
 
 

3
 
講
談
社
学
術
文
庫
『
今
鏡
（
下
）
全
訳
注
』
昭
和
五
九
年
6
月
刊
。
 
 

4
 
「
古
代
文
化
」
第
二
五
番
7
・
8
合
併
号
（
昭
和
四
八
牢
）
。
『
王
朝
の
明
暗
』
昭
和
五
二
年
3
月
刊
に
再
録
。
 
 

5
 
『
新
訂
増
補
 
国
史
大
系
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

6
 
『
群
書
類
従
 
脊
第
六
十
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

7
 
『
群
書
懲
従
 
巻
第
六
十
五
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

8
 
『
増
補
史
料
大
成
 
台
記
』
に
よ
る
。
 
 

が
ら
、
本
稿
の
ご
と
き
検
討
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
の
吟
味
は
、
本
来
な
ら
ば
、
前
掲
旧
論
の
中
で
済
ま
せ
て
お
く
べ
き
 
 

吟
味
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
か
よ
う
な
吟
味
を
試
み
る
契
機
を
お
与
え
下
さ
っ
た
前
記
三
民
、
そ
う
し
て
、
続
稿
 
 

「
下
」
の
報
告
に
先
立
っ
て
、
「
上
」
の
補
訂
を
試
み
る
こ
と
を
御
許
可
下
さ
っ
た
編
集
委
員
長
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
 
 

ち
ノ
0
 
 
 未

完
の
前
掲
旧
論
の
続
稿
「
下
」
ほ
、
本
稿
に
お
け
る
補
訂
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
誌
次
号
に
お
い
て
、
進
め
る
所
存
で
あ
る
こ
と
 
 

を
、
申
し
添
え
て
お
く
。
 
 

『
増
補
史
料
大
成
 
山
塊
記
』
に
よ
る
。
 
 

『
増
補
史
料
大
成
 
兵
範
記
』
に
よ
る
。
 
 

国
書
刊
行
会
本
『
玉
葉
一
二
丁
三
』
に
よ
る
。
 
 

『
増
補
史
料
大
成
 
官
記
』
に
よ
る
。
 
 

『
辞
書
類
従
 
巻
第
四
十
四
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

『
国
史
文
献
解
説
』
昭
和
三
二
牢
9
月
刊
。
 
 

国
書
刊
行
会
本
『
明
月
記
』
に
よ
る
。
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＜
付
言
∨
 
本
稿
ほ
、
冒
頭
に
も
少
々
述
べ
た
と
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
刊
行
（
実
際
に
配
布
を
受
け
た
の
は
、
三
月
五
日
）
 
の
本
誌
前
号
所
 
 

載
拙
論
に
つ
い
て
、
御
高
覧
に
供
し
た
井
上
宗
雄
氏
・
桧
野
陽
一
氏
の
御
教
示
を
得
て
、
中
村
文
民
の
御
論
考
を
拝
読
し
、
四
月
末
日
締
切
の
本
号
 
 

に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
創
卒
の
間
の
調
査
と
執
筆
で
あ
り
、
調
査
文
献
の
遺
漏
も
多
く
、
論
理
の
面
で
も
十
分
で
な
い
 
 

と
こ
ろ
が
多
々
あ
ろ
う
と
思
う
。
大
方
の
御
教
示
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
 
 
 

28 27 26 25 24 23 22  212019181716  

『
斬
首
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
』
昭
和
四
三
年
3
月
刊
の
第
玉
章
「
切
継
時
代
㌔
 
 

『
新
編
国
歌
大
観
 
第
一
巻
 
勅
撰
集
編
』
昭
和
五
八
年
2
月
刊
。
 
 

『
有
房
集
』
の
引
用
は
、
『
私
家
集
大
成
』
所
収
「
有
房
Ⅱ
」
に
よ
る
も
濁
点
稿
者
。
 
 

「
高
松
院
右
衝
門
佐
と
そ
の
周
辺
」
（
『
和
歌
文
学
新
論
』
昭
和
五
七
年
5
月
刊
、
所
収
）
 
 

未
刊
国
文
資
料
『
楢
葉
和
歌
集
と
研
究
』
昭
和
三
六
年
1
月
刊
に
よ
る
。
 
 

『
月
詣
集
』
の
引
用
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
統
辞
書
類
従
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
底
本
を
同
じ
く
す
る
、
杉
山
重
行
氏
 
 

著
『
月
詣
和
歌
集
の
校
本
と
そ
の
基
礎
的
研
究
』
昭
和
六
二
年
3
月
刊
に
示
さ
れ
た
校
異
を
参
照
す
る
。
 
 

九
冊
本
『
宝
物
集
』
は
、
古
典
文
庫
『
宝
物
集
九
冊
本
』
昭
和
四
四
年
1
月
刊
に
よ
る
。
 
 

『
今
鏡
』
の
引
用
は
、
日
本
古
典
全
書
『
今
鏡
』
昭
和
二
五
年
1
1
月
刊
に
よ
る
。
 
 

『
小
侍
従
集
』
は
、
二
種
と
も
、
『
私
家
集
大
成
』
所
収
に
よ
る
。
濁
点
稿
者
。
 
 

『
続
詞
花
集
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
私
撰
集
編
』
に
よ
る
。
 
 

「
新
古
今
歌
人
綜
驚
」
 
（
「
国
文
学
」
昭
和
四
四
年
1
0
月
号
）
 
な
ど
。
 
 

基
本
的
な
考
証
の
方
法
は
、
小
西
甚
一
氏
「
事
実
考
証
論
」
 
（
「
言
語
と
文
芸
」
第
六
七
号
・
昭
和
四
四
年
n
月
刊
）
 
に
よ
る
。
 
 

『
千
載
集
』
の
引
用
ほ
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
勅
撰
集
編
』
に
よ
る
。
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